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■■日日韓韓交交流流（（商商工工観観光光分分野野））

■■上上下下水水道道使使用用料料金金のの答答申申

■■ままちちのの話話題題

今今月月のの主主なな内内容容

……………… ２～３　　　　　  ……………… ２～３ＰＰ

………………　　　　　   ……………… ４～５４～５ＰＰ

…………………………… …………………………… ６～８６～８ＰＰ

案案山山子子がが増増ええままししたた（（隼隼駅駅））
鳥取市在住の岡上正人さん鳥取市在住の岡上正人さん（写真右）（写真右）が製作した案山子が製作した案山子
を、若桜鉄道隼駅を守る会（会長 西村昭二隼地区公民を、若桜鉄道隼駅を守る会（会長　西村昭二隼地区公民
館長）の会員が隼駅の線路脇に設置しました。隼駅は案館長）の会員が隼駅の線路脇に設置しました。隼駅は案
山子が増え、一段と賑やかになりました。山子が増え、一段と賑やかになりました。
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八
頭
町
と
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る

韓
国 
横  
城 
郡
か
ら
郡
守
団
７
名
が
４
月

フ
ェ
ン 
ソ
ン

　

日
か
ら
４
月　

日
ま
で
鳥
取
県
に
来
県

17

19

さ
れ
、
因
幡
の
祭
典
「
世
界
砂
像
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

韓
国
で
は
、
自
治
体
の
首
長
、
つ
ま
り

八
頭
町
で
い
え
ば
町
長
の
こ
と
を
郡
守
と

呼
び
ま
す
。
横
城
郡
は
毎
年
、
１
０
０
万

人
以
上
が
集
ま
る
「
全
国
韓
牛
祭
り
」
を

開
催
す
る
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
地

域
活
性
化
を
図
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か

ら
、
鳥
取
で
開
催
さ
れ
る「
世
界
砂
像

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
ぜ
ひ
視
察
し
て
み

た
い
と
い
う
希
望
も
あ
り
、
実
現
し
た
も

の
で
す
。

　
 
韓 
横
城
郡
守
は
、「
砂
と
い
う
地
域
の

ハ
ン

特
性
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

こ
と
で
、
観
光
客
が
増
加
し
、
宿
泊
や
物

販
な
ど
の
地
域
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
は
か

な
り
の
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
何
よ
り

も
イ
ベ
ン
ト
に
か
か
わ
っ
て
い
る
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
が
、
親
切
で
気
持
ち
良
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
横
城
郡
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。」と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

横
城
郡
守
団
は
鳥
取
へ
の
来
県
に
先
立

ち
、
東
京
霞
が
関
の
文
部
科
学
省
を
視
察

さ
れ
、
横
城
郡
で
も
取
り
組
み
を
始
め
た

生
涯
学
習
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
や
、
さ

ら
に
石
破
農
林
水
産
大
臣
を
表
敬
訪
問
さ

れ
、
日
韓
の
農
畜
産
物
の
振
興
策
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
さ
れ
る
な
ど
、
精
力
的
に

視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　
 
横
城 
郡
の
商
工
関
係
者　

名
が
、
5
月

フ
ェ
ン
ソ
ン

11

　

日
か
ら　

日
ま
で
八
頭
町
に
来
町
さ

26

29

れ
、
八
頭
町
内
の
商
工
関
係
者
の
皆
さ
ん

と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

横
城
郡
は
、
近
年
、
企
業
誘
致
も
進
み
、

人
口
増
加
に
加
え
、
商
工
業
の
発
展
も
著

し
い
地
域
で
あ
り
ま
す
。

　

訪
問
団
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
韓
国

で
も
有
数
の
企
業
で
あ
り
ま
す
「
現
代
グ

ル
ー
プ
」
の 
金 
副
社
長
も
来
町
さ
れ
て
お

キ
ム

り
、
八
頭
町
の
「
大
江
ノ
郷
自
然
牧
場　

コ
コ
ガ
ー
デ
ン
」
に
強
い
関
心
を
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

金
副
社
長
は
、「
田
園
風
景
の
中
に
突

如
と
し
て
オ
シ
ャ
レ
な
カ
フ
ェ
が
現
れ
、

天
然
飼
料
を
使
用
し
た
鶏
の
卵
か
ら
作
ら

れ
る
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
や
、
素
材
を
厳
選

し
た
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
絶
賛
さ
れ
、
ぜ

ひ
、
韓
国
で
も
こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
導

入
し
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
八
頭
町
全
体
の
印
象
と
し
て
、

「
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
、
街
並
み
が
と
て

も
美
し
い
。
ま
た
、
お
年
寄
り
で
も
農
作

業
を
す
る
な
ど
家
族
ぐ
る
み
で
農
業
を
し

て
い
る
姿
が
印
象
的
で
あ
る
が
、
若
者
の

働
く
場
所
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。」と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

八
頭
町
と
横
城
郡
が
情
報
交
換
を
し
な

が
ら
、
地
域
経
済
の
発
展
に
向
け
て
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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こ
の
た
び
、
八
頭
町
商
工
会
員
７
名
が

交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
韓
国 
江 カン 
原 
ウ
ォ
ン

道 
横 
フ
ェ
ン 

城 
郡
を
訪
問
し
、
横
城
郡
の
商
工
関

ソ
ン

係
者
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

訪
問
し
た
時
に
は
文
化
芸
能
・
ス
ポ
ー

ツ
の
祭
典
と
し
て
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
３
日
間
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
約
３
０
０
ｍ
に
及
ぶ
出
店
テ
ン
ト

群
、
有
名
歌
手
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
、
地
元

団
体
の
芸
能
披
露
、
公
民
館
活
動
の
展

示
、
さ
ら
に
は
地
区
別
対
抗
球
技
大
会
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
横
城
郡
は
、
水
資
源
が
豊
富
で
、

高
速
道
路
網
も
整
備
さ
れ
、
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
環
境
の
整
備
な
ど
に
よ
り　

社
の
企

96

業
誘
致
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

企
業
誘
致
に
よ
り
、
雇
用
を
創
出
し
、
人

口
増
加
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

誘
致
企
業
に
は
、
５
年
間
に
限
り
固
定

資
産
税
・
事
業
所
税
の
１
割
減
免
措
置
を

行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
横
城
郡
は
、
企
業
、
観
光

施
設
の
誘
致
、
高
速
道
路
網
の
整
備
な
ど

に
よ
り
、
地
域
発
展
を
遂
げ
て
い
る
地
域

で
も
あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
お
会
い

で
き
て
嬉
し
い
で
す
。私

は
、
去
る
４
月　

日
か

14

ら
八
頭
町
で
派
遣
研
修

を
受
け
て
い
る 
朴  
成 
男
   

パ
ク 
ソ
ン 
ナ
ム

で
す
。

　

２
０
０
５
年
に 
横 

フ
ェ
ン 

城 ソン

郡
と
旧
八
東
町
の
ス

ポ
ー
ツ
交
流
で
、
初
め

て
日
本
を
訪
問
し
た
時

に
、
八
東
町
の
人
々
の
温

か
い
心
を
忘
れ
ら
れ
な

く
て
、
今
年
、
研
修
生

と
し
て
来
ま
し
た
。

　

美
し
い
自
然
や
温
か
い

人
々
の
心
や
周
辺
環
境
な
ど
八
頭
町
と
横

城
郡
は
、
似
て
い
る
所
が
と
て
も
多
い
で
す
。

　

八
頭
町
に
来
て
、
３
か
月
に
な
り
ま
し

た
。
４
・
５
月
は
企
画
人
権
課
、
６
月
は

総
務
課
、
７
月
は
産
業
課
で
研
修
を
受
け

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
協
力
し
合
っ
て
花
を
栽

培
す
る
こ
と
に
よ
り
、
思
い
や
り
の
心
、

命
を
大
切
に
す
る
心
な
ど
を
育
て
る
『
人

権
の
花
運
動
』
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
人
Ｋ

Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
と
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
の
着
ぐ

る
み
を
着
て
、
広
報
活
動
を
し
ま
し
た
。

人
権
業
務
は
、
横
城
郡
庁
に
な
い
業
務
な

の
で
、
と
て
も
関
心
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
の
生
活
に
は
だ
い
ぶ
慣
れ
ま
し

た
が
、
日
本
語
は
ま
だ
よ
く
分
か
り
ま
せ

ん
。
な
か
で
も
、『
い
い
』
は
、
肯
定
と
否

定
の
ど
ち
ら
の
意
味
も
持
っ
て
い
る
の

で
、
使
う
場
面
を
間
違
え
る
と
大
変
で

す
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の

で
、
家
事
全
般
を
し
て
い
ま
す
が
、
天
ぷ

ら
用
の
魚
を
刺
身
と
し
て
そ
の
ま
ま
食
べ

て
し
ま
っ
た
り
、
洗
濯
用
の
洗
剤
な
の

か
、
柔
軟
剤
な
の
か
見
分
け
が
つ
か
ず
、

ス
ー
パ
ー
で
迷
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
発
見
を
し
な
が

ら
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
八
頭
町
民
の

皆
さ
ん
と
良
い
思
い
出
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。ま
だ
、
日
本
語
が
下
手
で

す
が
、
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。　

韓
国　

横
城
郡
行
政
研
修
生　
 
朴 　
 
成  
男 

パ
ク 

ソ
ン 
ナ
ム��������	
�

八
頭
町
商
工
会
会
長　

三
浅
保
則

　

こ
の
た
び
、
初
め
て
横
城
郡
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
商
工
業
関
係

事
業
の
規
模
・
事
業
所
数
の
多
さ
に

驚
き
ま
し
た
。
大
型
観
光
リ
ゾ
ー

ト
も
整
備
さ
れ
て
い
る
一
方
、
山
菜

村
な
ど
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
で
の
宿
泊
体

験
、
山
菜
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
、
木
工

体
験
場
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
も
整
備
さ

れ
、
体
験
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
の
取
り

組
み
な
ど
、
自
然
を
生
か
し
た
観
光

産
業
が
印
象
的
で
し
た
。
今
回
の

視
察
で
得
た
も
の
を
八
頭
町
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
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�

�

�
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こんに
ちは！
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平
成　

年　

月　

日
に
、
簡
易
水
道
事
業
と
下
水
道
事
業
の
運
営
及
び

19

11

13

施
設
に
関
す
る
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
答
申
す
る
「
八
頭
町
上
下

水
道
運
営
審
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、
簡
易
水
道
事
業
の
料
金
改
正
・
統
合
、

下
水
道
事
業
の
加
入
（
分
担
）
金
の
統
一
、
料
金
改
定
、
施
設
統
合
に
つ

い
て
、
八
頭
町
長
が
審
議
会
に
諮
問
（
意
見
を
求
め
る
）
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
4
月　

日
に
審
議
会
か
ら
町
長
に
答
申
（
諮
問
に
答
え
て
意

24

見
を
述
べ
る
）
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
今
後
想
定
さ
れ
る
、
受
益
者
の
減
少
に
よ
る
使
用
料
収

入
の
減
額
や
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
維
持
管
理
費
の
増
大
な
ど
、
八
頭

町
公
営
企
業
健
全
化
計
画
に
沿
っ
た
料
金
の
適
正
化
・
各
施
設
の
統
合
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
は
、
こ
の
答
申
を
受
け
て
、
水
道
水
の
安
全
・
安
心
・
安
定
供
給

と
、
公
衆
衛
生
の
向
上
に
努
め
、
併
せ
て
水
質
の
保
全
を
図
る
下
水
道
事

業
と
な
る
よ
う
、
町
議
会
等
関
係
機
関
と
検
討
・
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　

答
申
内
容
全
文
を
次
に
掲
載
し
ま
す
。

� ����������������������

� ����������������������

は
じ
め
に

　

平
成　

年
３
月　

日
の
３
町
合
併
に
伴

17

31

う
合
併
協
議
会
に
お
い
て
、
新
町
発
足
後

５
年
以
内
に
上
下
水
道
料
金
の
見
直
し
を

図
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
受
け
、
今
後
想
定
さ
れ
る
受
益

人
口
減
に
伴
う
使
用
料
収
入
の
減
、
施
設

の
老
朽
化
に
伴
う
維
持
管
理
経
費
の
増
大

な
ど
を
踏
ま
え
、
八
頭
町
公
営
企
業
健
全

化
計
画
に
沿
っ
た
料
金
の
適
正
化
・
統
合

に
つ
い
て
審
議
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
本
審
議
会
で
は
「
上
水
道
の
使

用
料
金
の
適
正
化
」「
上
水
道
の
統
合
」「
下

水
道
の
加
入
分
担
金
の
統
一
」「
下
水
道
の

使
用
料
金
の
適
正
化
」
を
柱
に
７
回
に
渡

る
審
議
結
果
を
も
っ
て
答
申
を
行
う
も
の

で
す
。

1
、
審
議
の
結
果

　

上
水
道
の
「
使
用
料
金
の
適
正
化
」
で

は
、
世
帯
負
担
が
公
平
に
賦
課
さ
れ
る
こ

と
、
独
居
・
高
齢
者
世
帯
へ
の
配
慮
、
経

営
健
全
化
に
向
け
効
率
的
な
改
定
が
な
さ

れ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
基
本
料
金
を　

�
10

ま
で
１,
２
０
０
円
か
ら
８
�
ま
で
１,
１

２
０
円
に
、
超
過
料
金
を
１
�
当
り　

円
２０

増
の
１
４
０
円
と
す
る
こ
と
で
平
均
世
帯

月
額
５
０
０
円
増
の
負
担
に
抑
え
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
使
用
料
収
入
は
年
額
約

２,
８
０
０
万
円
の
増
収
に
留
め
る
が
、

平
成　

年
度
改
訂
後
５
年
毎
の
段
階
的
な

22

見
直
し
に
よ
り　

年
後
を
目
途
に
独
立
採

10

算
に
よ
る
経
営
の
健
全
化
を
図
る
も
の
と

す
る
。

　

更
に
、「
簡
易
水
道
の
統
合
」
で
は
、
経

営
・
施
設
統
合
に
つ
き
今
後
さ
ら
な
る
検

討
を
加
え
経
費
削
減
、
補
助
事
業
の
活
用

に
よ
り
事
業
実
施
を
図
ら
れ
た
い
。

　

下
水
道
の
「
加
入
分
担
金
の
統
一
」
で

は
、
現
在
地
域
に
よ
り　

万
円
か
ら　

万

22

39

８,
０
０
０
円
と
大
き
な
差
が
生
じ
て
い

た
が
、
こ
の
加
入
分
担
金
を　

万
円
に
統

32

一
し
公
平
性
の
確
保
を
図
る
。

　
「
使
用
料
金
の
適
正
化
」
で
は
、
起
債
償

還
を
含
ま
な
い
維
持
管
理
費
等
そ
の
他
経
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費
の
赤
字
解
消
を
図
る
こ
と
と
し
、
世
帯

負
担
が
公
平
に
賦
課
さ
れ
る
こ
と
、
独

居
・
高
齢
者
世
帯
へ
の
配
慮
、
効
率
的
な

改
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
一
般

家
庭
の
基
本
料
金
を
現
行
２,
２
０
０
円

か
ら
２,
４
０
０
円
に
、
超
過
料
金
の
人

頭
割
４
２
０
円
を　

円
増
の
４
７
０
円
と

50

す
る
。

　

ま
た
、
一
般
家
庭
以
外
の
基
本
料
金
も

現
行
２,
２
０
０
円
を
２,
４
０
０
円
、
超

過
料
金
を
上
水
道
使
用
料
と
同
様
１
�
あ

た
り　

円
の
引
き
上
げ
と
し
た
。
今
回
の

20

改
訂
で
は
平
均
世
帯
の
月
額
使
用
料
を
４

０
０
円
程
度
の
増
額
に
抑
え
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
使
用
料
収
入
は
年
額
約

２,
９
０
０
万
円
の
増
収
に
留
ま
る
が
、

平
成　

年
度
改
訂
後
５
年
毎
の
段
階
的
な

22

見
直
し
に
よ
り　

年
後
を
目
途
に
維
持
管

10

理
費
等
そ
の
他
経
費
を
使
用
料
収
入
で
賄

え
る
よ
う
経
営
の
健
全
化
に
取
組
む
こ
と
。

　

以
上
を
審
議
会
の
結
論
と
し
た
。

2
、
上
水
道
の
現
状
と
課
題

　

現
在　

の
簡
易
水
道
の
う
ち
町
経
営
簡

18

易
水
道
は
郡
家
地
域
７
、
船
岡
地
域
３
、

八
東
地
域
３
の
計　

簡
水
で
加
入
率　
.

13

97

4
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
の
経
営
状
況
を
み
る
と
、
平
成　
19

年
度
決
算
で
は
７,
３
８
１
万
２,
０
０
０

円
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
及
び
前
年
度

繰
越
金
３,
４
０
４
万
８,
０
０
０
円
に
よ

り
１,
９
５
８
万
２,
０
０
０
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
控
除
す
る
と

実
質
的
な
年
度
収
支
は
８,
８
２
７
万
８,

０
０
０
円
の
赤
字
と
な
る
。

　

使
用
料
収
入
は
核
家
族
化
や
環
境
負
荷

軽
減
で
の
節
水
活
動
、
給
水
人
口
の
減
少

に
よ
り
減
収
傾
向
に
あ
る
。
平
成　

年
度

20

以
降
の
実
質
的
年
度
収
支
も
約
１
億
円
前

後
の
赤
字
が
推
測
さ
れ
る
。

　

内
訳
を
み
る
と
、
歳
出
で
は
平
成　

年
22

度
で
は
起
債
償
還
が
約
１
億
９,
９
０
０

万
円
、
維
持
管
理
費
が
約
１
億
５
０
０
万

円
で
、
使
用
料
金
収
入
は
年
約
１
５
０
万

円
減
少
の
１
億
９,
７
８
９
万
９,
０
０
０

円
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
施
設

統
合
、
建
設
改
良
な
ど
将
来
的
な
維
持
管

理
費
の
軽
減
を
視
野
に
入
れ
た
事
前
投
資

が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
以
降
で
は
起
債
償

23

還
額
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が　

年
以
上
経

20

過
し
た
簡
易
水
道
が
９
施
設
あ
る
な
ど
、

維
持
管
理
費
抑
制
に
も
限
界
を
生
じ
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
が
推
測
さ
れ
る
。

　

将
来
に
渡
り
安
定
供
給
を
図
る
上
で
公

営
企
業
と
し
て
の
経
営
の
健
全
化
を
推
し

進
め
る
必
要
が
あ
り
、
具
体
的
な
取
組
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。

3
、
下
水
道
の
現
状
と
課
題

　

現
在
、
農
業
集
落
排
水　

施
設
、
公
共

16

下
水
道
２
施
設
、
小
規
模
集
合
排
水
処
理

２
施
設
及
び　

の
合
併
処
理
浄
化
槽
か
ら

41

な
っ
て
お
り
加
入
率　

％
、
接
続
率　
.

99

83

7
％
の
状
況
に
あ
る
。

　

こ
れ
の
経
営
状
況
を
み
る
と
、
平
成　
19

年
度
決
算
は
９
億
５,
４
４
６
万
８,
０
０

０
円
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
及
び
前
年

度
か
ら
の
繰
越
金
３,
１
７
３
万
１,
０
０

０
円
に
よ
り
４,
３
４
３
万
６,
０
０
０
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
控

除
す
る
と
実
質
的
な
年
度
収
支
は
９
億

４,
２
７
６
万
３,
０
０
０
円
の
赤
字
と

な
っ
て
い
る
。

　

赤
字
の
要
因
と
し
て
は
、
施
設
建
設
に

伴
う
起
債
償
還
が
約　

％
を
占
め
、
そ
の

71

他
維
持
管
理
費
等
の
経
費
が
３
億
５,
５

９
８
万
８,
０
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
、

平
成　

年
度
使
用
料
収
入
が
２
億
６,
３

19

４
３
万
８,
０
０
０
円
で
あ
る
こ
と
か
ら

維
持
管
理
費
等
さ
え
賄
え
て
い
な
い
現
状

と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
起
債
償
還
が
経
営

を
圧
迫
す
る
こ
と
は
必
至
で
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が

推
測
さ
れ
る
中
、
公
営
企
業
と
し
て
の
経

営
の
健
全
化
を
推
し
進
め
る
必
要
が
あ

り
、
具
体
的
な
取
組
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。

お
わ
り
に

　

平
成　

年　

月　

日
の
諮
問
に
よ
り
、

19

11

13

「
八
頭
町
上
下
水
道
運
営
審
議
会
」を
開
催

し
、
上
下
水
道
の
経
営
の
健
全
化
に
向
け

た
使
用
料
金
の
適
正
化
、
統
合
問
題
等
に

つ
い
て
７
回
の
審
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

上
水
道
で
は
、
国
の
補
助
制
度
改
革
に

よ
る
自
主
財
源
化
が
強
く
求
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
維
持
管

理
費
増
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
な
か
、
町
民
へ
の
安
全
・
安
心
・
安

定
供
給
の
確
保
は
、
公
営
企
業
と
し
て
の

責
務
で
あ
り
、
今
後
に
お
い
て
も
町
民
の

理
解
を
求
め
つ
つ
、
経
営
の
健
全
化
に
向

け
た
取
組
の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

下
水
道
で
は
、
平
成　

年
度
に
安
井
宿

20

地
内
で
小
規
模
集
合
排
水
処
理
施
設
を
農

業
集
落
排
水
へ
統
合
し
て
い
る
が
、
施
設

の
老
朽
化
に
伴
う
維
持
管
理
費
増
に
対
応

す
べ
く
経
費
削
減
並
び
に
接
続
率
向
上
に

向
け
た
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い

て
、
施
設
統
合
を
推
し
進
め
維
持
管
理
費

の
軽
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

こ
の
度
の
答
申
は
、　

年
後
を
見
据
え

10

た
中
で
の
平
成　

年
度
使
用
料
金
の
改
訂

22

で
あ
り
、
改
訂
幅
は
抑
制
し
て
い
る
も
の

の
町
民
の
理
解
を
得
る
期
間
を
十
分
に
設

け
た
上
で
の
施
行
と
さ
れ
た
い
。

　

最
後
に
、
文
化
的
な
生
活
保
障
の
基
盤

と
な
る
上
下
水
道
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

町
議
会
、
町
民
と
協
議
す
る
な
か
町
内
各

地
域
の
均
衡
あ
る
サ
ー
ビ
ス
に
配
慮
さ
れ

経
営
さ
れ
ま
す
よ
う
要
望
し
ま
す
。
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宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮
崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎
美美美美美美美美美美美美美美美美
子子子子子子子子子子子子子子子子
ささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんん
がががががががががががががががが

宮
崎
美
子
さ
ん
が

 
�����������������

ホホホホホホホホホホホホホホホホ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
モモモモモモモモモモモモモモモモ
ロロロロロロロロロロロロロロロロ
ココココココココココココココココ
養養養養養養養養養養養養養養養養
殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖
のののののののののののののののの
取取取取取取取取取取取取取取取取
材材材材材材材材材材材材材材材材

 
ホ
ン
モ
ロ
コ
養
殖
の
取
材

　

テ
レ
ビ
番
組
「
遠
く
へ
行
き
た
い
（
日

本
テ
レ
ビ
系
列
）」の
撮
影
が
鳥
取
県
東
部

地
域
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

八
頭
町
で
は
、
隼
地
内
で
ロ
ケ
が
行
な

わ
れ
、
女
優
の
宮
崎
美
子
さ
ん
が
、
休
耕

田
で
ホ
ン
モ
ロ
コ
を
養
殖
し
て
い
る
八
頭

ホ
ン
モ
ロ
コ
共
和
国
（
国
王　

田
中  
功
）

を
訪
れ
、
ホ
ン
モ
ロ
コ
の
養
殖
に
つ
い
て

取
材
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
撮
影
の
模
様
は
、
８
月　

日
（
日
）

23

午
前
６
時
か
ら
、
日
本
海
テ
レ
ビ
で
放
送

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

八
頭
町
で
は
、
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た

方
を
お
祝
い
す
る
長
寿
表
彰
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

　

�
木
ゆ
い
さ
ん
（
西
御
門
）
が
６
月
に

満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
、
町
長
よ
り
寿
詞
な

ど
の
贈
呈
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

おおおおおおおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめめめめめめ
でででででででででででででででで
とととととととととととととととと
うううううううううううううううう
ごごごごごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすす

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
�����������������

百百百百百百百百百百百百百百百百
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
をををををををををををををををを
迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎
ええええええええええええええええ
らららららららららららららららら
れれれれれれれれれれれれれれれれ
まままままままままままままままま
しししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたた

 
百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

���������	

人人人人人人人人人人人人人人人人
権権権権権権権権権権権権権権権権
擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁
護護護護護護護護護護護護護護護護
委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員
にににににににににににににににに
委委委委委委委委委委委委委委委委
嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

平
成　

年
７
月
１
日
、
人
権
擁
護
委
員

21

に 
石  
破  
孝  
行 
さ
ん
（
郡
家
地
域
）、 
小 
林

い
し 
ば 
た
か 
ゆ
き 

こ   

英

ば
や
し   
ひ
で

 
樹 き
さ
ん
（
八
東
地
域
）、 
湯  
浅  
宗  
生 
さ
ん

ゆ 

あ
さ 
む
ね 

お

（
船
岡
地
域
）
が
法
務
大
臣
か
ら
、
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
相
談
な
ど
人
権
尊
重
の
啓
発
活
動

に
取
り
組
ま
れ
ま
す
の
で
、
皆
様
が
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�������
������

�������
������

�������
������
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八八八八八八八八八八八八八八八八
東東東東東東東東東東東東東東東東
地地地地地地地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区区区区区区区
第第第第第第第第第第第第第第第第
３３３３３３３３３３３３３３３３
分分分分分分分分分分分分分分分分
団団団団団団団団団団団団団団団団
優優優優優優優優優優優優優優優優
勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝

八
東
地
区
第
３
分
団
優
勝

東東東東東東東東東東東東東東東東
部部部部部部部部部部部部部部部部
地地地地地地地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区区区区区区区
消消消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防防防
ポポポポポポポポポポポポポポポポ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
ププププププププププププププププ
操操操操操操操操操操操操操操操操
法法法法法法法法法法法法法法法法
大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会

　

東
部
地
区
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

　

６
月　

日
（
日
）
八
頭
町
船
岡
の
八
頭

21

広
域
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
、
第

５
回
鳥
取
県
東
部
地
区
消
防
ポ
ン
プ
操
法

大
会
が
開
催
さ
れ
、
八
頭
町
、
若
桜
町
、

智
頭
町
、
岩
美
町
の
四
町
か
ら
出
場
し
た

５
チ
ー
ム
が
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
競
技

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
の
技
術
の
向

上
及
び
士
気
の
高
揚
を
図
り
、
消
防
活
動

の
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
、
八

頭
町
か
ら
郡
家
地
区
第
１
分
団
と
八
東
地

区
第
３
分
団
が
出
場
し
、
団
体
の
部
で
八

東
地
区
第
３
分
団
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
八
頭
町
の
個
人
賞
の
受
賞
者

は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

優
勝
し
た
八
東
地
区
第
３
分
団
は
、
７

月　

日
（
日
）
米
子
市
の
鳥
取
県
消
防
学

19
校
屋
外
訓
練
場
で
開
催
さ
れ
る
第　

回
鳥

５5

取
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
東
部
地
区

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

◆
個
人
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
）

　

指
揮
者　

木
原　

耕
一　

八
東
３
分
団

　

１
番
員　

樋
引　

志
郎　

八
東
３
分
団

　

２
番
員　

中
山　

寛
之　

郡
家
１
分
団

　

３
番
員　

入
江　

則
行　

八
東
３
分
団

　

４
番
員　

木
原　

俊
輔　

八
東
３
分
団

勘勘勘勘勘勘勘勘勘勘勘勘勘勘勘勘
右右右右右右右右右右右右右右右右
衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛
門門門門門門門門門門門門門門門門
土土土土土土土土土土土土土土土土
手手手手手手手手手手手手手手手手
のののののののののののののののの
ニニニニニニニニニニニニニニニニ
ララララララララララララララララ
保保保保保保保保保保保保保保保保
存存存存存存存存存存存存存存存存

勘
右
衛
門
土
手
の
ニ
ラ
保
存

　

６
月　

日
（
日
）、
東
地
内
の
八
東
川 
勘 かん

14

 
右  
衛  
門 
土
手
で
、
勘
右
衛
門
土
手
ニ
ラ
保

え 

も 

ん

存
会
（
小
畑
一
範
会
長
）
の
会
員　

名
が

17

ニ
ラ
生
息
周
辺
の
草
刈
り
と
増
殖
作
業
を

行
な
い
ま
し
た
。

　

東
集
落
地
域
内
の
八
東
川
の
土
手
は

「
勘
右
衛
門
土
手
」
と
呼
ば
れ
、
八
東
川

の
歴
史
的
遺
産
と
し
て
現
在
に
引
き
継
が

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
土
手
を
構
築
し
た
東
村
勘
右
衛
門

は
、
鳥
取
藩
政
史
上
最
大
の
事
件
と
い
わ

れ
る
、
１
７
３
９
年
の
元
文
一
揆
を
指
導

し
た
人
物
で
、
元
禄
か
ら
享
保
年
間
に
か

け
て
の　

年
間
に
八
東
川
は
十
数
回
も
の

40

水
害
に
見
舞
わ
れ
、
堤
防
が
決
壊
し
、
田

畑
が
流
さ
れ
て
農
民
が
苦
し
ん
で
い
た
の

を
見
か
ね
た
東
村
勘
右
衛
門
が
、
１
７
３

０
年
代
に
私
財
を
投
じ
て
６
０
０
ｍ
の
土

手
を
築
い
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
土
手
は
、
巨
石
で
ガ
ッ
チ
リ
と
石

垣
を
組
み
、
藤
か
ず
ら
を
植
え
て
地
盤
の

強
化
を
図
る
な
ど
の
工
夫
が
な
さ
れ
、
２

８
０
年
経
っ
た
現
在
も
決
壊
す
る
こ
と
な

く
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
土
手
に
は
飢
饉
に
供
え

て
ニ
ラ
を
植
栽
し
た
こ
と
が
記
録
に
残
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
ニ
ラ
が
２
８
０
年
経
っ

た
現
在
も
群
生
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
村
の
伝
統
的
財
産
と
し

て
保
存
し
よ
う
と
東
集
落
の
全
世
帯
参
加

の
「
勘
右
衛
門
土
手
の
ニ
ラ
保
存
会
」
が

発
足
し
て
い
ま
す
。 

　

最
初
は
、
ど
れ
が
ニ
ラ
か
を
区
別
を
す

る
の
が
難
し
い
ほ
ど
雑
草
が
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
ニ
ラ
の
保
存
活
動
を
始
め
て
３

年
に
な
り
、
草
刈
り
作
業
や
種
を
採
取
し

て
の
増
殖
活
動
が
実
を
結
び
、
か
な
り
増

殖
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
草
刈
り
作
業
終
了
後
に
、
こ

の
「
勘
右
衛
門
土
手
の
ニ
ラ
」
を
材
料
に

「
ギ
ョ
ー
ザ
」「
レ
バ
ニ
ラ
炒
め
」「
ニ
ラ
玉
」

を
皆
で
作
り
、
勘
右
衛
ニ
ラ
料
理
の
試
食

会
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

市
販
の
ニ
ラ
よ
り
も
、
香
り
が
強
く
、

歯
ご
た
え
も
あ
り
、
と
て
も
お
い
し
い
と

大
好
評
で
し
た
。

��������	
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農農農農農農農農農農農農農農農農
事事事事事事事事事事事事事事事事
組組組組組組組組組組組組組組組組
合合合合合合合合合合合合合合合合
法法法法法法法法法法法法法法法法
人人人人人人人人人人人人人人人人

農
事
組
合
法
人

 
�����������������

「「「「「「「「「「「「「「「「
八八八八八八八八八八八八八八八八
頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭
船船船船船船船船船船船船船船船船
岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡
農農農農農農農農農農農農農農農農
場場場場場場場場場場場場場場場場
」」」」」」」」」」」」」」」」
設設設設設設設設設設設設設設設設
立立立立立立立立立立立立立立立立

 
「
八
頭
船
岡
農
場
」
設
立

　

６
月　

日
、
船
岡
地
域
の
農
業
の
担
い

24

手
を
中
心
と
し
た
農
事
組
合
法
人
「
八
頭

船
岡
農
場
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

耕
作
放
棄
地
が
増
加
す
る
な
か
、
昨

年
、
集
落
営
農
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発

足
さ
せ
、
船
岡
地
域
全
集
落
で
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
、

各
集
落
で
営
農
座
談
会
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
、
隼
郡
家
に
１
法
人
の
み
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
法
人
設
立
は
、
J
A
や
町
な
ど

で
協
議
を
進
め
た
結
果
、「
旧
町
全
域
を

カ
バ
ー
す
る
法
人
の
設
立
が
望
ま
し
い
」

と
の
結
論
に
よ
る
も
の
で
、
今
後
は
、
耕

作
放
棄
地
の
解
消
や
担
い
手
の
確
保
育
成

な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

��������	
���
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安安安安安安安安安安安安安安安安
部部部部部部部部部部部部部部部部
駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅
にににににににににににににににに

安
部
駅
に

「「「「「「「「「「「「「「「「
寅寅寅寅寅寅寅寅寅寅寅寅寅寅寅寅
ささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんん
」」」」」」」」」」」」」」」」パパパパパパパパパパパパパパパパ

  「
寅
さ
ん
」パ
ネネネネネネネネネネネネネネネネ
ルルルルルルルルルルルルルルルル
がががががががががががががががが
登登登登登登登登登登登登登登登登
場場場場場場場場場場場場場場場場

ネ
ル
が
登
場
�����������������

　

こ
の
た
び
、
映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
〜

寅
次
郎
の
告
白
〜
」
の
撮
影
（
平
成
３
年

　

月
）
が
行
わ
れ
た
若
桜
鉄
道
・
安
部
駅

11に
、
当
時
の
撮
影
風
景
を
お
さ
め
た
パ
ネ

ル
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
安
部
駅
と
地
域
の
活
性
化
を

目
的
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
７
月
８
日

（
水
）
に
写
真
の
所
有
者
で
あ
る
岩
見
勉 
さ

ん
（
若
桜
町
在
住
）や
、
地
元
役
員
、
住
民

等
が
集
ま
り
、
完
成
式
典
が
行
わ
れ
、
パ

ネ
ル
の
披
露
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
住
民
の
方
々
は
、
パ
ネ
ル
を
見
学
し

な
が
ら
、　

年
前
の
撮
影
当
時
を
思
い
出

17

し
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
写
真
使
用
に
あ
た
っ
て
松
竹
㈱
の

全
面
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

船船船船船船船船船船船船船船船船
岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡
中中中中中中中中中中中中中中中中
学学学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校校校
総総総総総総総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合合合合合合合
優優優優優優優優優優優優優優優優
勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝

船
岡
中
学
校
総
合
優
勝
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東東東東東東東東東東東東東東東東
部部部部部部部部部部部部部部部部
地地地地地地地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区区区区区区区
水水水水水水水水水水水水水水水水
泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳
大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会

 
東
部
地
区
水
泳
大
会

　

７
月
３
日
（
金
）、
第
５
回
東
部
地
区
中

学
校
総
合
体
育
大
会
水
泳
競
技
の
部
が
鳥

取
市
河
原
市
民
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
船
岡
中
学
校
の
女
子
が
総
合
１
位
。

男
子
が
総
合
２
位
。
男
女
総
合
優
勝
と
い

う
結
果
で
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
中
学
校
教
育
の
一
環
と

し
て
、
生
徒
が
水
泳
競
技
の
実
践
を
通
じ

て
、
技
能
の
向
上
と
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー

ツ
精
神
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
鳥
取
県
東
部
地

区
の
中
学
校
か
ら　

校
、
総
勢
４
５
９
名

25

が
出
場
し
、
泳
法
、
距
離
、
学
年
別
、
男

女
別
な
ど
、　

種
目
で
競
技
が
行
な
わ
れ

58

ま
し
た
。

　

船
岡
中
学
校
で
は
、
大
会
参
加
者
を
水

泳
部
以
外
か
ら
も
募
集
し
、
男
子　

名
、

40

女
子　

名
と
、
全
校
生
徒
の
半
分
以
上
の

36

合
計　

名
が
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

76

　

生
徒
た
ち
は
、
６
月
初
旬
か
ら
放
課
後

を
中
心
に
、
自
主
的
に
泳
ぎ
込
み
を
始

め
、
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
種
目
ご
と
に
１
位
６
点
か

ら
、
６
位
１
点
ま
で
点
数
が
与
え
ら
れ
ま

す
が
、
船
岡
中
学
の
生
徒
は
、　

種
目
で

60

得
点
の
得
ら
れ
る
６
位
以
内
に
入
賞
し
て

お
り
、
選
手
層
の
厚
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
も
男
女
総
合
優
勝
し
て
い

ま
す
の
で
、
２
連
覇
達
成
で
す
。

��������	
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福
祉
環
境
課
か
ら
の

　
　
　
　
　
 
お
知
ら
せ
 問合せ先 

　

－

０
２
０
５

76
　

－

０
０
４
４

72
　

－

１
２
２
０

84

福

祉

環

境

課

船
岡
支
所
住
民
課

八
東
支
所
住
民
課
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ののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
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児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の
離
婚
な

ど
に
よ
り
父
親
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
母
子
家
庭

な
ど
の
自
立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ

る
、
児
童
の
た
め
の
手
当
で
す
。

1
、
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

　

次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
「
児
童
」
を

監
護
し
て
い
る
母
、
ま
た
は
母
に
代
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
（
養
育

者
）が
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
父
子
家
庭
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

　

な
お
、
手
当
は
、
児
童
が　

歳
に
達
し

18

た
日
の
属
す
る
年
度
が
終
了
す
る
3
月

（
年
度
末
）
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
心
身
に
お
お
む
ね
中
度
以
上
の
障

が
い（
特
別
児
童
扶
養
手
当
２
級
と
同
じ
程

度
以
上
の
障
が
い
）
が
あ
る
場
合
は
、　

歳
20

の
誕
生
月
ま
で
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
な
い
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
政
令
で
定
め
る
障
が
い
の
状
態
に

あ
る
児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
父
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
妊
娠
し
た
児
童

⑧
棄
て
子
な
ど
で
、
母
が
児
童
を
妊
娠
し

た
当
時
の
事
情
が
不
明
で
あ
る
児
童

※
い
ず
れ
の
場
合
も
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

2
、
手
当
を
受
け
る
手
続

　

認
定
請
求
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本
（
外

国
人
の
方
は
登
録
済
証
明
書
）

②
請
求
者
と
対
象
児
童
が
含
ま
れ
る
世
帯

全
員
の
住
民
票
の
写
し

③
そ
の
他
必
要
書
類
（
福
祉
環
境
課
、
各

支
所
住
民
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）

※
印
鑑
、
請
求
者
名
義
の
預
金
通
帳
（
郵

便
局
を
除
く
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

3
、
手
当
の
額
（
平
成　

年
度
）

21
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全
部
支
給
…
月
額
４
万
１,
７
２
０
円

　

一
部
支
給
…
所
得
に
応
じ
て
、
月
額

４
万
１,
７
１
０
円
か
ら
９,
８
５
０
円
ま

で
の　

円
き
ざ
み
の
額

10

��

�
�
�
�
�
�
	


�

　

２
人
目
…
月
額
５,
０
０
０
円

　

３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き
…

 

 

月
額
３,
０
０
０
円

※
た
だ
し
、
所
得
に
よ
り
支
給
の
制
限
が

あ
り
ま
す
。

4
、
手
当
の
支
払
日

　

手
当
は
、
認
定
請
求
し
た
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
、
受
給
資
格

が
な
く
な
る
月
分
ま
で
年
３
回
、
そ
れ
ぞ

れ
の
支
払
月
の
前
月
ま
で
の
分
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

　

４
月
（　

月
〜
３
月
分
）

12

　

８
月
（
４
月
〜
７
月
分
）

　
　

月
（
８
月
〜　

月
分
）

12

11

※
各
月　

日
（
土
、
日
、
祝
日
に
あ
た
る

11

と
き
は
そ
の
前
日
）
に
、
指
定
口
座
に

振
り
込
ま
れ
ま
す
。

▼
８
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す
。

　

受
給
者
全
員
が
毎
年
８
月
中
に
現
況
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
を
出
さ
な
い
と
８
月
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
２
年
間
提
出
し
な
い
と
受
給
資

格
が
な
く
な
り
ま
す
。

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				



















��������������������������������������������������������������������������������



















��������������������������������������������������������������������	
����
���
� ������������������������������������������

～後期高齢者医療限度額適用・標準負担額
　減額認定証の交付申請を受け付けます～

　後期高齢者医療の被保険者（ピンク色の後期高齢者
医療被保険者証をお持ちの方）で、住民税非課税世帯
の方は、交付された減額認定証を医療機関窓口に提示
することによって、医療費や入院時の食事代が減額に
なります。
　減額の認定を受けるためには、申請が必要です。す
でに認定を受けている方も、８月以降入院が継続する
場合や、新たに入院する場合は、再度申請が必要で
す。該当される方は申請していただきますようお願
いします。
○対　象　者　後期高齢者医療の被保険者で住民税

非課税世帯の方
○受付開始日　平成21年８月３日（月）以降随時
○必要なもの　後期高齢者医療被保険者証・印鑑
　※過去12ヶ月のうち、90日を超える入院をされた

方は入院日数と入院医療機関の分かるもの(領収
書など)が必要です。

○認 定 期 間　申請月の初日～平成22年７月31日
○申請受付・問い合わせ先　福祉環境課、各支所住民課
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前
回
（
広
報
５
月
号
８
〜
９
P 
）
の
特

集
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
仕
組
み
や
、
実

際
の
気
温
の
変
化
や
今
後
の
予
測
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
実
際
に
地
球
上
で
起
こ
っ
て

い
る
様
々
な
現
象
を
紹
介
し
ま
す
。

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
思
わ
れ

る
異
常
気
象
が
世
界
中
で
頻
発
し
て
い
ま

す
。

◆
海
面
の
上
昇

　

地
球
温
暖
化
で
気
温
が
上
昇
す
る
と
、

南
極
や
北
極
の
氷
、
高
山
の
氷
河
や
氷

原
、
そ
し
て
永
久
凍
土
が
融
け
る
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

陸
上
の
氷
（
南
極
や
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

の
氷
床
や
高
山
の
氷
河
な
ど
）
の
融
解
や

気
温
上
昇
に
伴
う
海
水
の
体
積
の
膨
張
に

よ
っ
て
海
面
が
上
昇
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

　
　

世
紀
中
の
１
０
０
年
で
は　

〜　

㎝

20

10

20

上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
※
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
「
第
３

次
評
価
報
告
書
」
に
よ
れ
ば
、
海
面
水
位

は
１
９
９
０
年
か
ら
２
１
０
０
年
ま
で
に

９
〜　

㎝
上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

88

す
。

◆
海
氷
面
積
の
減
少

　

す
で
に
、
北
極
海
の
春
と
夏
の
海
氷
面

積
が
１
９
５
０
年
代
と
比
べ
て　

〜　

％

10

15

減
少
し
、
こ
こ
数
十
年
、
晩
夏
か
ら
初
秋

に
お
け
る
北
極
の
海
氷
の
厚
さ
が
約　

％
40

減
少
し
ま
し
た
。（
引
用
：
※

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

「
第
３
次
評
価
報
告
書
」）

　

２
０
０
５
年
９
月
、
当
月
の
北
極
海
の

海
氷
面
積
が
大
幅
に
縮
小
し
、
こ
の
１
０

０
年
以
上
の
間
で
最
も
小
さ
く
な
っ
て
い

る
、
と
い
う
研
究
成
果
を
コ
ロ
ラ
ド
大
学

（
全
米
雪
氷
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
）な
ど
は
発

表
し
ま
し
た
。（
参
考
資
料
：
温
暖
化

ニ
ュ
ー
ス
／
北
極
海
の
海
氷
の
面
積
が
大

幅
に
縮
小
）

◆
氷
河
の
後
退

　

人
工
衛
星
を
使
っ
た
調
査
で
は
、
ア
ラ

ス
カ
、
南
米
ア
ン
デ
ス
や
ア
ル
プ
ス
、
ピ

レ
ネ
ー
山
脈
で
も
氷
河
の
後
退
が
進
ん
で

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ

の
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
山
の
氷
原
は
１
９
８

９
年
か
ら
２
０
０
０
年
の
間
に
そ
の　

％
33

が
失
わ
れ
、
今
後　

年
以
内
に
は
全
て
消

15

え
て
し
ま
う
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
米
ア
ラ
ス
カ
州
西
部
お
よ
び

カ
ナ
ダ
北
部
の
巨
大
な
氷
河
の
融
解
が
加

速
し
て
お
り
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
２

倍
以
上
の
速
さ
で
、
海
面
上
昇
が
進
ん
で

い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
の
氷
河
は
大
幅
に
縮
小
し
て
お

り
、
数
十
年
後
に
は
世
界
の
多
く
の
山
岳

地
帯
で
氷
河
が
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
２
０
０
５
年
に
「
世
界
氷
河
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｗ
Ｇ
Ｍ
Ｓ
）」
が
報
告
書

（
１
９
９
５
年
〜
２
０
０
０
年
）で
発
表
し

ま
し
た
。（
参
考
資
料
：
温
暖
化
ニ
ュ
ー

ス
/
世
界
の
氷
河
、
縮
小
が
進
む
）

　

ま
た
、
ア
ラ
ス
カ
州
の
フ
ェ
ア
バ
ン
ク

ス
で
は
、
永
久
凍
土
が
融
け
、
道
路
が
ひ

び
割
れ
、
地
面
が
陥
没
し
、
屋
根
が
ゆ
が

ん
で
し
ま
っ
た
家
が
増
え
て
い
る
と
い
う

報
道
も
あ
り
ま
す
。

◆
異
常
気
象

��
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地
球
温
暖
化
で
、
気
候
系
が
影
響
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
、
降
水
パ
タ
ー
ン
が
変

わ
り
、
洪
水
や
干
ば
つ
が
従
来
と
は
異
な

る
地
域
や
頻
度
で
発
生
し
た
り
、
海
水
温

度
の
上
昇
に
伴
い
、
台
風
な
ど
熱
帯
低
気

圧
の
強
度
が
増
し
た
り
、
気
温
上
昇
に

よ
っ
て
、
熱
波
に
見
舞
わ
れ
た
り
と
い
っ

た
異
常
気
象
が
頻
発
す
る
可
能
性
が
高
ま

り
ま
す
。

��

�
�
�
�

　

洪
水
、
干
ば
つ
、
強
力
な
熱
帯
低
気
圧

の
発
生
な
ど
の
異
常
気
象
が
世
界
中
で
頻

発
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
４
年
の
６
月
か

ら　

月
に
か
け
て
、
日
本
に
は
、
こ
れ
ま

10
で
の
記
録
の
大
幅
更
新
と
な
る　

個
の
台

10

風
が
上
陸
し
、
２
２
０
人
以
上
の
死
者
・

行
方
不
明
者
が
で
ま
し
た
。
２
０
０
５
年

に
は
、
ア
メ
リ
カ
南
部
を
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
が
襲
い
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
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ア
フ
リ
カ
で
は
降
水
量
は
１
９
６
８
年

以
降
、
降
水
量
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、

今
後
も
こ
の
傾
向
が
続
く
と
、
農
作
物
の

生
産
量
の
減
少
、
生
態
系
の
破
壊
、
海
岸

や
河
川
域
に
お
け
る
被
害
が
さ
ら
に
進
む

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

��

�
�
�
�
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気
候
の
変
化
に
対
応
出
来
な
く
な
っ
た

動
植
物
の
中
に
は
、
絶
滅
す
る
も
の
も
出

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題

は
、
生
態
系
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
の
健

康
や
食
糧
、
社
会
基
盤
に
深
刻
な
影
響
を

与
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
異
常
気
象
は
、
国
や
経
済

に
大
き
な
損
失
を
も
た
ら
し
ま
す
。
異
常

気
象
に
よ
る
経
済
的
な
損
失
は
、
１
９
５

０
年
代
の
年
間
約
４,
０
０
０
億
円
か
ら

１
９
９
０
年
代
に
は
、
年
間
約
４
兆
円
へ

と
す
で
に　

倍
に
増
大
し
ま
し
た
。
す
で

10

に
起
こ
っ
て
い
る
異
常
気
象
が
全
て
地
球

温
暖
化
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
地
球
温
暖
化
が
進
む
と
、
こ

う
し
た
異
常
気
象
に
よ
る
被
害
が
増
加
す

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
引
用
：
※
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
「
第
３
次
評
価
報

告
書
」）

※
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
「
第
３
次
評
価
報
告
書
」
…

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル（
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
）「
第
３
次
評
価
報
告
書
」2
0
0
1
年
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ふ
る
さ
と
納
税
と
は

　

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
に
貢

献
し
た
い
、
自
分
と
の
関
わ
り
が
深
い
地

域
を
応
援
し
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
を
形

に
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
町
に
対
し
て

「
寄
付
」
を
行
っ
た
場
合
、
５,
０
０
０
円

を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
個
人
住
民
税

の
お
お
む
ね
１
割
を
限
度
と
し
て
、
所
得

税
と
合
わ
せ
て
、
控
除
す
る
も
の
で
す
。

　

寄
附
を
し
た
翌
年
に
、
寄
附
者
は
八
頭

町
が
発
行
し
た
「
寄
附
金
受
領
証
明
書
」

を
持
っ
て
、
住
所
地
等
の
所
轄
の
税
務
署

若
し
く
は
、
現
在
お
住
ま
い
の
市
区
役
所

又
は
町
村
役
場
税
務
担
当
課
で
期
限
内
に

確
定
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
税
金
の

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。（
控

除
に
は
上
限
が
あ
り
ま
す
。）

　

税
金
控
除

　

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附
金

は
、
次
の
８
つ
の
施
策
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
「
寄
附
申
込
書
」を
提
出
し
て
い
た
だ
く

際
に
、
お
選
び
い
た
だ
き
ま
す
。

①　

生
活
安
全
に
関
す
る
事
業

②　

健
康
・
福
祉
に
関
す
る
事
業

③　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
事
業

④　

環
境
保
全
に
関
す
る
事
業

⑤　

農
林
水
産
業
に
関
す
る
事
業

⑥　

商
工
業
に
関
す
る
事
業

⑦　

教
育
・
文
化
に
関
す
る
事
業

⑧　

そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
特
定

の
事
業

　

寄
附
金
の
使
い
道
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ご
注
意
く
だ
さ
い
！

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
「
ふ
る
さ
と
活
性
化
基
金
」（
ふ
る

さ
と
納
税
）に
つ
い
て
、職
員
が
直
接

訪
問
し
た
り
、電
話
等
で
強
要
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」を
か
た
っ
た
詐

欺
行
為
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�

�

�

�
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寄
附
の
申
込
及
び
問
合
わ
せ
先

寄附金額 
（円）

件数 
（人）寄附項目（分野）

0０�生活安全に関する事業

220,000３�健康・福祉に関する事業

0０�コミュニティに関する事業

0０�環境保全に関する事業

0０�農林水産業に関する事業

0０�商工業に関する事業

2,500,000２�教育・文化に関する事業

200,000２�その他町長が必要と認める特定の事業

2,920,000７計

≪寄附状況≫　　　　（2009.３.31現在）
１．分野別寄附数 

２．地域別寄附数

寄附者数（人）寄附者お住まいの地域

１八　頭　町　内

６八　頭　町　外

０鳥取県内の他の市町村

６鳥取県外の他の市区町村

３首都圏内

１関 西 圏

２その他の地域

７計

　

都
市
と
地
方
の
税
収
の
格
差
是
正
な
ど
を
目
的
に
、
住
ん
で
い
る
自
治
体
に

納
め
る
個
人
住
民
税
の
一
部
を
他
の
自
治
体
に
回
せ
る
よ
う
に
す
る
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
の
仕
組
み
が
で
き
、
八
頭
町
に
お
い
て
も
、
平
成　

年
度
か
ら
条
例

20

を
定
め
、「
ふ
る
さ
と
活
性
化
基
金
」を
創
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

八
頭
町
で
は
、
現
在
、
本
町
の
将
来
像
で
あ
る「
人
が
輝
き
・
集
い
・
夢
広
が

る
ま
ち
」
を
築
く
た
め
、
今
ま
で
育
ん
で
き
た
個
性
や
伝
統
を
尊
重
し
な
が

ら
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
守
り
、
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
活
力
あ
る
町

民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」に
よ
る
ご
寄
附
は
、
八
頭
町
が
進
め
る
町
づ
く
り
の
力
強

い
応
援
団
と
な
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

� �����������������

� �����������������
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▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
方

　

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
は
、

　

歳
未
満
の
身
体
又
は
精
神
に
中
程
度
以

20上
の
障
が
い
の
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い

る
父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
父
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

で
、
外
国
人
の
方
も
支
給
の
対
象
に
な
り

ま
す
。（
児
童
扶
養
手
当
、
児
童
手
当
、
障

害
児
福
祉
手
当
を
受
給
し
て
い
て
も
受
け

ら
れ
ま
す
。）

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
手
当
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
児
童
や
、
父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
養

育
者
が
日
本
に
住
ん
で
い
な
い
と
き
。

②
児
童
が
、
障
が
い
を
事
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
。

③ 
児
童
が
、
児
童
福
祉
施
設
、
知
的
障

　

害
者
施
設
、
身
体
障
害
者
施
設
等
（
通

園
・
通
所
施
設
を
除
く
）
に
入
所
し
て

い
る
と
き
。

④
受
給
者
や
、
同
居
し
て
い
る
親
族
の
前

年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
と
き
は
、

そ
の
年
の
８
月
分
か
ら
翌
年
の
７
月
分

ま
で
の
手
当
の
支
払
い
が
停
止
さ
れ
ま

す
。

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
額

　

手
当
の
額
は
、
児
童
１
人
に
つ
き
障
が

い
の
程
度
が
１
級
の
場
合
は
、
月
額
５
万

７
５
０
円
、
２
級
の
場
合
は
月
額
３
万
３,

８
０
０
円
で
す
。

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
手
続
き

　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
付
し
ま
す
の

で
、
該
当
の
方
は
請
求
の
手
続
き
（
印
鑑

が
必
要
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
所
得
状
況
届
の
提
出

　

現
在
、
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
毎

年
１
回
、
８
月　

日
か
ら
９
月　

日
ま
で

11

10

の
間
に
「
所
得
状
況
届
」
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
事
前
に
関
係
書
類
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て

届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

未
提
出
の
方
は
支
払
い
が
停
止
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
本
の
夏
は
蒸
し
暑
く
体
調
を
く
ず
し

が
ち
で
す
。「
食
欲
が
な
い
」「
疲
れ
が
と

れ
な
い
」
な
ど
夏
ば
て
の
症
状
に
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
夏
ば
て
の
原
因
を
き
ち
ん

と
理
解
し
て
対
処
す
れ
ば
、
夏
ば
て
解
消

も
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
暑
い

夏
を
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

�
夏
ば
て
の
原
因
�

　

夏
ば
て
を
起
こ
す
最
大
の
原
因
は
「
屋

外
と
屋
内
の
温
度
差
」
で
す
。
猛
暑
の
屋

外
と
冷
房
の
き
い
た
屋
内
を
行
き
来
し
て

い
る
と
温
度
差
に
体
が
う
ま
く
対
応
で
き

ず
、
自
律
神
経
失
調
症
状
態
に
な
り
、
慢

性
的
な
疲
労
、
免
疫
力
の
低
下
、
ス
ト
レ

ス
感
な
ど
か
ら
体
調
不
良
を
起
こ
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

�
夏
ば
て
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
�

①
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う

　

人
間
の
体
は
、
一
般
的
に
は
１
日
に
２

〜
2.
5
リ
ッ
ト
ル
の
水
分
が
必
要
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
水
分
摂
取
が
不
十
分
だ

と
体
温
の
調
節
不
良
で
熱
中
症
に
な
り
や

す
く
な
り
ま
す
。「
の
ど
が
渇
い
た
」と
思

う
と
き
は
す
で
に
水
分
不
足
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
入
浴
前
後
、

就
寝
前
、
運
動
後
な
ど
は
特
に
こ
ま
め
に

水
分
補
給
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
コ
ー
ヒ
ー
に
は

利
尿
作
用
が
あ
り
、
逆
に
脱
水
状
態
を
促

進
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
水
分
補
給
の
効

果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

②
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度

　

冷
房
の
き
い
た
室
内
と
暑
い
外
を
往
復

す
る
と
、
体
は
そ
の
変
化
に
つ
い
て
い
け

ま
せ
ん
。
室
内
外
の
温
度
差
は
５
度
以
内

が
理
想
的
で
す
。
温
度
差
の
激
し
い
環
境

を
避
け
ら
れ
な
い
場
合
は
上
着
な
ど
で
調

節
し
ま
し
ょ
う
。

③
適
度
に
汗
を
か
く
こ
と
も
大
切
で
す

　

汗
を
か
く
こ
と
は
体
の
温
度
調
節
の
た

め
に
と
て
も
重
要
で
す
。
暑
い
か
ら
と

い
っ
て
体
を
動
か
さ
な
い
と
う
ま
く
汗
を

か
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
涼
し

い
夕
方
な
ど
に
ち
ょ
っ
と
歩
い
て
み
る
な

ど
、
適
度
な
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。
半
身

浴
な
ど
で
ゆ
っ
く
り
ぬ
る
め
の
お
風
呂
に

つ
か
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。
安
眠
効

果
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
も
高
ま
り
ま
す
。
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④
１
日
３
食
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を

　

暑
い
夏
は
食
欲
が
お
ち
、
さ
っ
ぱ
り
と

し
た
喉
ご
し
の
よ
い
麺
類
な
ど
の
食
べ
物

に
偏
り
が
ち
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
類
、
と
く

に
ビ
タ
ミ
ン 
�
が
不
足
す
る
と
疲
労
感

な
ど
夏
ば
て
の
症
状
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま

う
原
因
と
な
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
多
く
含

ん
だ
豚
肉
、
レ
バ
ー
、
豆
類
な
ど
の
摂
取

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
た
ん
ぱ
く
質

や
夏
野
菜
も
組
み
合
わ
せ
て
３
食
バ
ラ
ン

ス
よ
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

B1

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特
別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別
児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童
扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶
養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当
のののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
お
知
ら
せ

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば
てててててててててててててててててててて
しししししししししししししししししししし
てててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

夏
ば
て
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
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高
齢
者
を
ね
ら
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
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心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心

た
悪
質
商
法
に
ご
用
心
���������������������

　

近
年
、
悪
質
な
訪
問
販
売
等
の
被
害
や

苦
情
が
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

悪
質
業
者
は
言
葉
巧
み
に
親
切
に
し
て

信
用
さ
せ
、
年
金
・
貯
蓄
な
ど
の
大
切
な

財
産
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
は
自
宅
に
い
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売

に
よ
る
被
害
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、

き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
し

て
、
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
そ
の
手

口
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

も
し
、
契
約
し
て
し
ま
っ
て
も
、
一
定

期
間
内
で
あ
れ
ば
、
申
し
込
み
の
撤
回
又

は
契
約
を
解
除
で
き
る
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

 
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
仕
方 

①
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て

８
日
以
内
（
商
品
、
販
売
方
法
、
契
約

等
の
種
類
に
よ
っ
て
期
間
が
異
な
り
ま

す
）
に
必
ず
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

②
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
両
面

を
コ
ピ
ー
し
、
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

③
ハ
ガ
キ
は
、
郵
便
局
で
特
定
記
録
郵
便

ま
た
は
簡
易
書
留
で
送
り
、
受
領
証
は

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

④
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
場
合
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
も
送
付
し
ま
す
。そ

の
場
合
、
契
約
解
除
通
知
の
記
載
内
容

に
販
売
会
社
名
を
追
加
し
ま
す
。

 
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
外 

�
健
康
食
品
、
化
粧
品
等
の
消
耗
品
を
自

分
の
意
志
で
使
用
し
た
り
、
一
部
消
費

し
た
場
合

�
事
業
者
を
自
分
で
自
宅
な
ど
に
呼
び
寄

せ
て
購
入
し
た
場
合

�
３,
０
０
０
円
未
満
の
商
品
を
受
け
取

り
、
全
額
代
金
を
支
払
っ
た
場
合

�
通
信
販
売
で
購
入
し
た
場
合　

な
ど

　

被
害
に
あ
っ
た
と
き
に
は
、
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

東
部
消
費
生
活
相
談
室
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26

八
頭
町
情
報
政
策
室 
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�　
―

０
２
１
０

76

八
頭
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー  
�　
―

３
５
７
２

72

対　　象場　　所時　　間内　　容曜日日

一般八東保健センター９：30～11：00一 般 健 康 相 談月３

一般八 東 公 民 館受付  ８：30～10：00総 合 検 診火４

一般八 東 公 民 館受付  ８：30～10：00総 合 検 診水５

一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室木６

一般郡家保健センター９：30～11：00一 般 健 康 相 談

月10 一般郡家保健センター９：30～11：00心と体の健康相談

一般八東保健センター14：00～14：45水 中 運 動 教 室

一般八東保健センター14：00～15：00いきいき元気倶楽部火11

一般船岡保健センター９：30～11：00一 般 健 康 相 談
月17

健康診査受診者八東保健センター13：30～14：30検 診 結 果 相 談

一般郡家保健センター10：45～11：45さわやか体操教室水19

一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室
木20

Ｈ16.6.15～Ｈ16.8.10生まれ郡家保健センター12：50～11：30５ 歳 児 健 診

一般八東保健センター14：00～14：45水 中 運 動 教 室月24

一般隼 小 学 校 体 育 館受付  ８：30～10：00総 合 検 診火25

一般隼 小 学 校 体 育 館受付  ８：30～10：00総 合 検 診
水26

乳幼児郡家保健センター受付  13：15～13：30ポ リ オ 予 防 接 種

一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室
木27

Ｈ20.1.10～Ｈ20.2.24生まれ郡家保健センター受付  12：30～12：45１歳６か月児健診

乳幼児郡家保健センター９：30～11：00育 児 相 談金28

一般船岡保健センター14：30～15：30健 康 講 座月31
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郡
家
地
域
児
童
館
合
同
七
夕
会
を
開
催

　

郡
家
地
域
児
童
館
合
同
七
夕
会
を
開
催
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郡
家
隣
保
館

　

７
月
５
日
（
日
）
郡
家
隣
保

館
で
地
域
間
交
流
及
び
親
子
交

流
を
目
的
と
し
て
、
４
館
合
同

七
夕
会
を
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
短
冊
に
お

願
い
事
を
書
き
、
笹
に
飾
り
付

け
を
し
て
い
る
間
に
、
お
父
さ

ん
た
ち
が
竹
で
流
し
そ
う
め
ん

の
台
を
作
り
、
お
母
さ
ん
た
ち

が
そ
う
め
ん
を
茹
で
て
、
流
し

そ
う
め
ん
を
し
ま
し
た
。

　

総
勢　

名
と
た
く
さ
ん
の
参

70

加
が
あ
り
、
に
ぎ
や
か
な
七
夕

会
と
な
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

第
1
回
人
権

　

第
1
回
人
権
・・
同
和
問
題
講
座
を
開
催

同
和
問
題
講
座
を
開
催
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７
月
９
日
（
木
）
鳥
取
末
恒

小
学
校
教
諭
の
橋
本
智
洋
さ
ん

に
「
同
和
教
育
か
ら
学
ん
だ
こ

と
」
〜
あ
た
り
前
の
中
に
あ
る
差

別
性
を
問
う
〜
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

内
容
は
「
部
落
に
生
ま
れ
て

も
、
胸
を
張
っ
て
堂
々
と
生
き

な
さ
い
と
父
は
話
し
て
く
れ
て

い
た
。
で
も
、
そ
の
時
、
な
ぜ

か
つ
ら
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出

す
。
高
校
生
に
な
っ
て
か
ら

は
、
部
落
の
こ
と
を
言
わ
な
い

こ
と
が
自
分
を
守
る
こ
と
だ
と

い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
た
。
自

分
の
中
に
あ
る
「
知
ら
れ
た
く

な
い
」
も
の
を
じ
っ
と
抑
え
て

い
た
。
人
に
語
り
は
じ
め
た
の

は
、
決
し
て
語
り
た
い
か
ら
語

り
出
し
た
の
で
は
な
い
。

　

子
ど
も
に
わ
か
ら
な
い
こ
と

を
わ
か
る
よ
う
に
し
て
、
力
を

つ
け
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
を
振

り
返
っ
て
見
る
作
業
が
同
和
教

育
に
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　
「
あ
れ
は
し
て
は
い
け
な
い
」

��������	


�������

日　時　８月11日（火）
　　　　午後７時00分～

テーマ　｢出会いは宝物｣
講　師　鳥取ハーネスの会
　　　　野沢　実　さん

日　時　８月27日（木）
　　　　午後７時00分～

テーマ　いじめ　
　　　　｢あなたは何が出来ますか｣

講　師　鳥取市人権教育指導員
　　　　佐藤　淳子さん

　
「
こ
の
言
葉
は
、
言
っ
て
は

い
け
な
い
」と
教
え
る
こ
と
が
、

人
権
教
育
で
は
な
い
。
悪
い
こ

と
が
あ
れ
ば
他
人
の
せ
い
に
す

る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
も
の

の
見
方
、
中
身
を
考
え
る
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
そ
う

い
う
授
業
を
子
ど
も
た
ち
と
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
さ
れ
、
最
後
に「
ふ
る
さ
と

に
生
ま
れ
て
」と
い
う
歌
を
演
奏

さ
れ
、
大
き
な
拍
手
の
中
、
講

演
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

��������	
��
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「
初
め
て
の
ち
ま
き
づ
く
り
」

　
「
初
め
て
の
ち
ま
き
づ
く
り
」
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八
東
隣
保
館

小
物
つ
く
り
に
挑
戦

　

小
物
つ
く
り
に
挑
戦
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船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

福
祉
事
業
の
一
環
と
し
て
高
齢

者
を
対
象
と
し
て
小
物
（
念
珠

入
れ
・
テ
ィ
シ
ュ
カ
バ
ー
）
つ

く
り
を
、
６
月　

日
（
水
）
午

10

前
９
時　

分
か
ら
、
新
庄
公
民

30

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
雨
が
降
り
、
あ

い
に
く
の
空
模
様
に
な
り
ま
し

た
が
、「
雨
降
り
の
方
が
、
参
加

し
や
す
い
」
と
の
声
で
大
変
嬉

し
い
思
い
で
し
た
。

　

最
初
に
所
長
が
、「
先
祖
を

供
養
し
皆
さ
ん
も
、
い
い
念
珠

入
れ
を
つ
く
り
長
生
き
し
て
下

さ
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
こ
ち
ら
で
準
備
し
て

い
た
布
を
配
る
と
、
参
加
者

は
、
ど
の
柄
が
い
い
の
か
、
ど

の
色
に
し
よ
う
か
等
…
迷
い
な

が
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

昔
の
、
お
嬢
さ
ん
方
た
ち
は

よ
く
お
針
子
を
し
て
お
ら
れ
た

こ
と
で
し
ょ
う
が
、
今
で
は
目

も
薄
く
な
り
、
な
か
な
か
糸
通

し
も
出
来
な
い
。
元
気
な
の

は
、
口
だ
け
、
と
か
い
っ
て
念

珠
入
れ
つ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
７
名
で
し
た
が
、

手
先
の
仕
事
な
の
で
四
苦
八
苦

の
状
態
。
常
日
頃
、
畑
仕
事
を

し
て
い
る
か
ら
草
取
り
の
方
が

よ
ほ
ど
楽
だ
、
肩
が
凝
っ
た
と

か
、
疲
れ
た
と
の
言
葉
…
。

　

し
か
し
、
念
珠
入
れ
が
出
来

上
が
り
に
近
づ
く
と
、
格
別
に

喜
び
が
増
し
て
、
時
間
は
、
お

昼
を
過
ぎ
て
も
誰
一
人
帰
る
気

配
が
な
く
、
お
弁
当
を
買
い
出

　

６
月　

日
（
月
）
に
下
南
児

15

童
館
に
て
、
ち
ま
き
づ
く
り
を

し
ま
し
た
。
小
学
生
３
名
、
大

人
３
名
の
参
加
で
少
な
い
人
数

で
し
た
が
、
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
た
。

　

始
め
に
み
ん
な
で
近
隣
の
山

で
採
取
し
た
さ
さ
を
洗
い
、
団

子
を
作
り
ま
し
た
。

　

団
子
が
出
来
上
が
る
と
い
よ

い
よ
団
子
を
さ
さ
の
葉
で
巻
く

作
業
に
入
り
ま
し
た
。「
巻
き

方
が
分
か
ら
な
い
よ
う
？
教
え

て
よ
う
？
難
し
い
よ
う
？
」
と

い
い
な
が
ら
自
分
で
考
え
た

り
、
大
人
に
教
え
て
も
ら
っ
た

り
、
悪
戦
奮
闘
し
な
が
ら
、

次
々
と
巻
い
て
い
き
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
ち
ま
き
を
そ

の
場
で
蒸
し
、
食
べ
ま
し
た
。

　
「
お
い
し
い
、
お
い
し
い
。」

と
何
個
も
食
べ
る
子
ど
も
も
お

り
、
満
足
な
１
日
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
ち
ま
き
づ
く
り
は
、
児

童
館
で
毎
年
行
っ
て
い
る
行
事

で
、
昔
か
ら
の
伝
統
的
な
も
の

と
し
て
こ
れ
か
ら
も
残
し
て
い

き
た
い
し
、
子
ど
も
た
ち
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
行
事
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
し
て
ま
で
、
仕
上
げ
た
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
昼
食
が
済

め
ば
、
よ
り
一
層
元
気
が
沸
い

た
の
か
、
話
が
は
ず
み
手
も
進

み
念
珠
入
れ
が
完
成
し
ま
し

た
。

　

こ
ち
ら
の
予
定
と
し
て
は
、

ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
に
計
画
し

て
い
ま
し
た
が
、
次
の
テ
ィ

シ
ュ
カ
バ
ー
も
作
り
た
い
と
、

一
人
の
方
が
言
え
ば
、
他
の
人

も
同
じ
よ
う
に
欲
し
い
と
の
こ

と
、　

第
二
の
ス
テ
ッ
プ
に
挑

戦
さ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ィ
シ
ュ
カ
バ
ー
は
、
と
て

も
簡
単
で
、
周
り
を
ミ
シ
ン
で

縫
い
、
表
に
返
し
て
ま
つ
る
の

み
。
最
初
の
こ
と
を
思
え
ば
、

格
段
の
差
が
あ
り
、
簡
単
な
の

で
い
っ
そ
う
満
足
感
が
あ
っ
た

の
か
、
そ
れ
と
も
、
気
心
の
知

れ
た
仲
の
良
さ
な
の
か
、
ほ
ほ

え
ま
し
く
感
じ
る
小
物
つ
く
り

で
し
た
。

船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
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女女女女女女女女女女女女女女女女
性性性性性性性性性性性性性性性性
教教教教教教教教教教教教教教教教
養養養養養養養養養養養養養養養養
講講講講講講講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座座座座座座座

　

女
性
教
養
講
座

子供シアター

★８月８日（土）
　10:00～12:00
○ 名探偵コナン
   「迷宮の十字架」

○ 日本むかしばなし
   「耳なし芳一」

　「月見の枝」

���������
���������

　

船
岡
公
民
館
で
は
、
今
年
度
も
生
涯
学

習
の
一
環
と
し
て
、
女
性
教
養
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
年
間
６
回
予
定
し
、
６

月
６
日
（
土
）
に
第
１
回
を
開
催
し
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
の
小
物
作
り
を
し
ま
し
た
。

　

小
さ
な
端
布
を
何
枚
も
縫
い
合
わ
せ
、��������	
��
����

上
か
ら
ス
テ
ッ
チ
を
掛
け
、
フ
ァ
ス
ナ
ー

を
つ
け
て
、
か
わ
い
い
小
物
入
れ
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
講
師
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

楽
し
そ
う
に
針
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

��������	


チチチチチチチチチチチチチチチチ
ャャャャャャャャャャャャャャャャ
レレレレレレレレレレレレレレレレ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
ジジジジジジジジジジジジジジジジ
教教教教教教教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室室室室室室室

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
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パパパパパパパパパパパパパパパパ
ズズズズズズズズズズズズズズズズ
ルルルルルルルルルルルルルルルル
でででででででででででででででで
遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊
ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ
うううううううううううううううう

パ
ズ
ル
で
遊
ぼ
う
�����������������　

　

６
月　

日
（
土
）、
小
学
生
を
対
象
と
し

27

た
第
１
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
を
開
催
し
、

船
岡
地
域
の
子
ど
も
た
ち　

名
が
参
加
し

13

ま
し
た
。

　

ス
ラ
イ
ド
パ
ズ
ル「
箱
入
り
娘
」を
作
っ

て
み
ん
な
で
遊
ぶ
予
定
で
し
た
が
、
な
か

な
か
切
れ
な
い
カ
ラ
ー
パ
ネ
ル
に
悪
戦
苦

闘
し
、
残
念
な
が
ら
遊
ぶ
と
こ
ろ
ま
で
に

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

で
も
、
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ズ
ル
が

出
来
て
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

特特特特特特特特特特特特特特特特
別別別別別別別別別別別別別別別別
移移移移移移移移移移移移移移移移
動動動動動動動動動動動動動動動動
展展展展展展展展展展展展展展展展
示示示示示示示示示示示示示示示示

　

特
別
移
動
展
示

「「「「「「「「「「「「「「「「
変変変変変変変変変変変変変変変変
わわわわわわわわわわわわわわわわ
りりりりりりりりりりりりりりりり
ゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆ
くくくくくくくくくくくくくくくく
郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷
土土土土土土土土土土土土土土土土

　
「
変
わ
り
ゆ
く
郷
土
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写写写写写写写写写写写写写写写写
真真真真真真真真真真真真真真真真
でででででででででででででででで
見見見見見見見見見見見見見見見見
るるるるるるるるるるるるるるるる
とととととととととととととととと
っっっっっっっっっっっっっっっっ
とととととととととととととととと
りりりりりりりりりりりりりりりり
」」」」」」」」」」」」」」」」

 　

写
真
で
見
る
と
っ
と
り
」 

隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼
ププププププププププププププププ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルル
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭
りりりりりりりりりりりりりりりり
のののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごご
案案案案案案案案案案案案案案案案
内内内内内内内内内内内内内内内内

隼
プ
ー
ル
祭
り
の
ご
案
内

　

経
済
成
長
と
と
も
に
大
き
く
変
化
し
た

郷
土
の
景
観
を
記
録
・
保
存
す
る
た
め
、

県
立
博
物
館
と
各
市
町
村
教
育
委
員
会
と

共
同
で
、
昭
和　

年
か
ら
５
年
お
き
に
撮

43

影
す
る「
郷
土
視
覚
定
点
資
料
収
集
事
業
」

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
成
果
を
広
く
住
民
に
還
元
す
る
た

め
、
過
去　

年
間
に
大
き
く
変
化
し
た
様

40

子
を
写
真
及
び
パ
ネ
ル
で
紹
介
す
る
、
特

別
移
動
展
示
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

郷
土
の
懐
か
し
い
写
真
を
多
数
の
皆
様

が
ご
覧
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
開
催
期
間
：
８
月　

日
（
木
）
〜
９
月

20

３
日
（
木
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

（
土
・
日
も
開
館
し
ま
す
）

○
展
示
場
所
：
船
岡
公
民
館　

展
示
室

　

隼
地
区
公
民
館
で
は
、
毎
年
恒
例
の
隼

プ
ー
ル
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は

プ
ー
ル
祭
り　

回
記
念
と
し
て
、
ア
テ

40

ネ
・
北
京
両
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
銅
メ
ダ
リ

ス
ト
・
中
村
礼
子
選
手
を
招
い
て
の
水
泳

教
室
と
、
吉
本
興
業
の
桂
三
風
師
匠
と
弟

子
の
落
語
及
び
演
芸
を
行
い
ま
す
。
そ
の

他
、
隼
地
域
の
子
ど
も
た
ち
や
婦
人
会
に

よ
る
踊
り
、
水
泳
競
技
、
仕
掛
け
花
火
、

屋
台
の
出
店
等
々
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
多
数
お
越
し
下
さ
い
。

�
��

��　

平
成　

年
８
月　

日
（
金
）

21

14

　
　
　
　
  
午
後
４
時
開
会

�
��

��　

八
頭
町
営
隼
プ
ー
ル

��������
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こどもシアター

★８月23日（日）

　10:00～11:40

○  崖 の 上 のポニョ
がけ うえ

  ５歳の少年と魚の子
「ポニョ」との出会いと友
情の物語。

��������

��������	
�

高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者者者
大大大大大大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学学学学学学

高
齢
者
大
学

開開開開開開開開開開開開開開開開
校校校校校校校校校校校校校校校校
式式式式式式式式式式式式式式式式
・・・・・・・・・・・・・・・・

  
開
校
式
・
第第第第第第第第第第第第第第第第
1111111111111111
回回回回回回回回回回回回回回回回
学学学学学学学学学学学学学学学学
習習習習習習習習習習習習習習習習
会会会会会会会会会会会会会会会会

第
1
回
学
習
会 

　

６
月　

日
（
月
）、
八
東
公
民
館
講
堂

22

で
、
高
齢
者
大
学
開
校
式
及
び
第
１
回
目

の
学
習
会
と
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

講
師
は
、
終
戦
の
翌
年
、
身
に
覚
え
の

な
い
ス
パ
イ
容
疑
で　

年
間
も
の
長
き
に

50

わ
た
り
ソ
連
に
抑
留
さ
れ
る
な
ど
、
戦
争

に
よ
っ
て
、
人
生
を
大
き
く
翻
弄
さ
れ
た

蜂
谷
彌
三
郎
さ
ん
（
鳥
取
市
気
高
町
）。

　
『
謂
わ
れ
な
き
虜
囚
の
半
世
紀
を
顧
み

て
』
と
題
し
、
２
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
、　

年
間
に
わ
た
る
辛
く
貴

50

重
な
体
験
や
、
ロ
シ
ア
と
日
本
の
２
人
の

妻
の
心
情
や
言
葉
を
お
話
し
い
た
だ
き
、

参
加
者
は
大
変
な
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

蜂
谷
さ
ん
は　

歳
を
迎
え
ら
れ
た
現
在

92

も
、
全
国
各
地
で
精
力
的
に
講
演
活
動
を

行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

��������	
��
���
���������	
��
�

今
年
度
は
1
7
0
名
が
入
校
！

第第第第第第第第第第第第第第第第
2222222222222222
回回回回回回回回回回回回回回回回
学学学学学学学学学学学学学学学学
習習習習習習習習習習習習習習習習
会会会会会会会会会会会会会会会会

　

第
2
回
学
習
会

 
����������������
����������������
�
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県県県県県県県県県県県県県県県県
中中中中中中中中中中中中中中中中
部部部部部部部部部部部部部部部部
方方方方方方方方方方方方方方方方
面面面面面面面面面面面面面面面面
視視視視視視視視視視視視視視視視
察察察察察察察察察察察察察察察察
研研研研研研研研研研研研研研研研
修修修修修修修修修修修修修修修修

 
県
中
部
方
面
視
察
研
修　

　

７
月
６
日
（
月
）、
第
２
回
目
学
習
会
と

し
て
、
近
年
、
ス
イ
カ
の
食
べ
放
題
ツ

ア
ー
な
ど
で
話
題
の
大
栄
西
瓜
選
果
場
、

大
山
乳
業
、
倉
吉
白
壁
土
蔵
群
な
ど
、
県

中
部
の
観
光
資
源
と
そ
の
生
産
場
等
の
視

察
研
修
に
１
１
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

西
瓜
選
果
場
で
は
、
１
日
に
５
万
玉
も

の
等
級
判
定
や
糖
度
測
定
等
が
出
来
る
最

新
鋭
の
選
果
シ
ス
テ
ム
を
、
大
山
乳
業
で

は
、
県
内
２
０
０
戸
を
超
え
る
酪
農
家
か

ら
集
め
ら
れ
た
生
乳
が
、
牛
乳
・
ヨ
ー
グ

ル
ト
等
へ
製
品
化
さ
れ
る
工
程
を
見
学
し

ま
し
た
。

心心心心心心心心心心心心心心心心
もももももももももももももももも
体体体体体体体体体体体体体体体体
もももももももももももももももも

　

心
も
体
も

 
�����������������

リリリリリリリリリリリリリリリリ
フフフフフフフフフフフフフフフフ
レレレレレレレレレレレレレレレレ
ッッッッッッッッッッッッッッッッ
シシシシシシシシシシシシシシシシ
ュュュュュュュュュュュュュュュュ
！！！！！！！！！！！！！！！！

 
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！  ��������	


　

６
月　

日
（
土
）、
郡
家
公
民
館
で
（
社
）

13

日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
公
認
指
導
者
の
野
崎

静
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
「
リ
ラ
ッ
ク
ス

体
操
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消
し
て
心
も

体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
」
を
テ
ー
マ
に
２
歳
か

ら　

歳
ま
で
の　

名
の
参
加
者
が
音
楽
に

76

17

合
わ
せ
て
動
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。次
回
は
２
月
の
予
定
で
す
。

ふふふふふふふふふふふふふふふふ
れれれれれれれれれれれれれれれれ
ああああああああああああああああ
いいいいいいいいいいいいいいいい
大大大大大大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学学学学学学
をををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開
校校校校校校校校校校校校校校校校

　

ふ
れ
あ
い
大
学
を
開
校

　

６
月　

日
（
木
）、
郡
家
公
民
館
で
ふ
れ

25

あ
い
大
学
を
開
校
し
ま
し
た
。　

歳
以
上

60

の
方
を
対
象
に
健
康
づ
く
り
等
を
目
的
に

毎
月
１
回
開
催
す
る
こ
の
大
学
に
、
本
年

は
２
２
２
名
の
方
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

パパパパパパパパパパパパパパパパ
ソソソソソソソソソソソソソソソソ
ココココココココココココココココ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
講講講講講講講講講講講講講講講講
習習習習習習習習習習習習習習習習
会会会会会会会会会会会会会会会会
のののののののののののののののの

　

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
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参参参参参参参参参参参参参参参参
加加加加加加加加加加加加加加加加
者者者者者者者者者者者者者者者者
募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集

 
参
加
者
募
集　

　

初
心
者
を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

（
参
加
料
は
無
料
。テ
キ
ス
ト
代
１,
５
０
０

円
必
要
）
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
希
望
者

は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

��

�　
（
次
の
①
か
②
の
ど
ち
ら
か
一
方
）

　

①
８
月　

・　

日
、９
月
３
・　

日（
木
）

20

27

10

　

②
９
月　

・　

日
、　

月
１
・
８
日（
木
）

17

24

10

　

午
後
７
時
〜
９
時

��

�　

①
、
②
各　

名
10

　
　
　
　
（
多
い
場
合
は
抽
選
）

�
�
�
� 　

平
成　

年
８
月　

日（
月
）

21

10

※　

詳
細
は
、
郡
家
公
民
館
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

������� �

�������
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八東図書室

１ 骸骨ビルの庭 上・下�������� 宮本 輝

２ きりこについて����������� 西加奈子

３ 単純な脳、複雑な「私」�������� 池谷裕二

４ 羆撃ち��������������� 久保俊治

５ 毎日楽うま！夏レシピ2009�� オレンジページ

６ ねずみくんといっしょはははは�� なかえよしを

　小・中学生のみなさん、たのしい夏休みをすごし
ておられますか？図書館・図書室には、自由研究に
使える図鑑などの本や、工作の本があります。「何
をしようかな？」とこまっている人は、
早めに来てくださいね。
＊夏休みの宿題に使う本の貸出はひとり
３冊までとさせていただいています。

郡家図書館  八頭町宮谷256-4  �（0858）72-6660
船岡図書室  八頭町船岡539-1  �（0858）72-3970
八東図書室  八頭町北山48-1 � �（0858）84-6622

http:// l ibrary.town.yazu.tottor i . jp/
携帯電話からの本の検索・予約はこちら

▲

新しく入った本
＊他館所蔵のものはお取り寄せできます。
＊貸出中の場合はご予約ください。
　（インターネットからも予約ができます）

８月のカレンダー
土金木水火月日

１

８７６５４３２

151413121110９

22212019181716

29282726252423

3130

郡家図書館
１ 鳥取県の地名由来語源参考������ 森 納

２ 世襲議員のからくり��������� 上杉 隆

３ 知る、考える裁判員制度������� 竹田昌弘

４ 訪問者��������������� 恩田 陸

５ 宇宙の片隅で恋を語る�������� 谷村志穂

６ スイミー（洋書）�������� レオ・レオーニ

船岡図書室

１ 運命の人 ４������������ 山崎豊子

２ 目線���������������� 天野節子

３ 八朔の雪�������������� 高田 郁

４ 夏の水の半魚人����������� 前田司郎

５ 誇りと復讐 上・下�� ジェフリー アーチャー

６ ホワイトダークネス�� ジェラルディンマコックラン

昆昆昆昆昆昆昆昆昆昆昆昆昆昆昆昆昆昆昆昆虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫ををををををををををををををををををををつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろうううううううううううううううううううう！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！昆虫をつくろう！
日　時：８月５日（水）午後2：00～3：00
場　所：八東図書室　２階　婦人研修室
講　師：響の森指導員
共　催：丹比地区公民館
材料費：150円
申込先：八東図書室　
定　員：30名（定員になり次第締め切りますので、
　　　　お問合せください）
内　容：小枝や草の実・木の実をホットボンドで

接着して昆虫を作ります。ヤケドの危険
性があるので、小学校３年生以下の人は、
保護者の方と参加してください。

休館日 開館時間 10：00～18：00

八東図書室船岡図書室郡家図書館

8月  9日（日）
15:00～15:30

8月26日（水）
16:00～16:30

8月26日（水）
16：00～16：30

毎週土曜日15：00～
8月  1日 2～3才
8月  8日 4才～1年生
8月15日 2年生～
8月22日 かがくあそび

日にち
時　間

おはなし会　※申込不要・大人も入れます

船岡図書室夏まつり行事

 『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう科学であそぼう���������������������������������������������������
 ������������������������������������������������������������������������������������������������������手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススラララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララライイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』 手作りスライム』 
日　　時　８月７日（金）午前10：00～11：00
場　　所　船岡公民館　調理室
募集人数　20名程度
参 加 費　無料
申込方法　各館・室のカウンターまで直接お申し
　　　　　込みください。（電話・ＦＡＸでの申込可）
申込締切　８月６日（木）
内　　容　科学絵本の読み聞かせ
　　　　　スライム作りなど
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皆
さ
ん
、「
鳥
取
県
人
権
尊
重
の
社
会

づ
く
り
条
例
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
８
年
８
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
て
お
り
、
前
文
に
は
次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
『
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
及
び

権
利
に
つ
い
て
平
等
で
あ
り
、
人
間
と
し

て
尊
重
さ
れ
、
基
本
的
人
権
の
享
有
が
保

障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、

人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
り
、
自
由
と
正
義

と
平
和
の
基
礎
で
あ
り
、
か
つ
、
法
の
下
の

平
等
及
び
基
本
的
人
権
の
保
障
を
定
め
た

日
本
憲
法
の
精
神
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
理
念
の
下
に
、
お
互
い
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
、
誇
り
を
も
っ
て
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
差
別
と
偏
見
の
な
い
社
会
が
実

現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
こ
に
、
我
々
鳥
取
県
に
暮
ら
す
す
べ

て
の
者
は
、
豊
か
な
自
然
に
抱
か
れ
、
歴

史
と
文
化
を
育
ん
で
き
た
ふ
る
さ
と
鳥
取

の
地
で
、
共
に
力
を
合
わ
せ
て
こ
の
使
命

を
達
成
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
真
に
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
と
す
る
た
め
、
こ
の

条
例
を
制
定
す
る
。』

　

ま
た
、
第
４
条
に
は
、『
県
内
に
暮
ら
す

す
べ
て
の
者
は
、
相
互
に
人
権
を
尊
重

し
、
自
ら
が
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
の

担
い
手
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
人
権
意

識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
県
が
実

施
す
る
人
権
施
策
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。』
と
あ
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
差
別
撤
廃
を
目
的
と
す
る

条
例
は
、
八
頭
町
を
は
じ
め
県
内
す
べ
て

の
市
町
村
で
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
鳥
取
県
に
住
む
私
た
ち
に

は
、
真
の
人
権
尊
重
社
会
実
現
に
向
け
て

取
り
組
む
責
任
が
あ
る
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
正
し
い
生
き
方
、
真

理
を
学
び
、
相
手
を
尊
重
し
思
い
や
る
気

持
ち
に
な
っ
て
行
動
で
き
る
力
、
そ
し

て
、
自
分
は
も
ち
ろ
ん
、
相
手
も
大
切
に

で
き
る
心
を
育
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　

年
間
取
り
組
ん
で
き
た
人
権
・
同
和

40
教
育
の
目
的
も
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
す
ぐ
、
接
待
マ
ナ
ー

の
研
修
に
参
加
し
た
時
の
こ
と
で
す
。「
来

客
者
に
気
持
ち
よ
く
帰
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
最
初
に
す
る
こ
と
は
何
で
す
か
？
」

と
問
わ
れ
、
あ
い
さ
つ
を
し
て
用
件
を
正

し
く
聞
く
こ
と
だ
と
自
分
な
り
に
答
え
を

出
し
ま
し
た
。
で
も
、
正
解
は
「
笑
顔
」

で
し
た
。

　

こ
の
「
笑
顔
」
が
相
手
を
大
切
に
す
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

自
分
が
客
の
立
場
に
な
っ
た
場
合
、
ど
う

対
応
し
て
ほ
し
い
か
を
考
え
る
と
、
自
分
が

す
べ
き
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

人
権
問
題
に
お
い
て
も
、
相
手
の
立
場

に
な
っ
て
考
え
れ
ば
、
相
手
を
尊
重
し
、

大
切
に
す
る
気
持
ち
が
生
ま
れ
、
円
滑
な

人
間
関
係
が
築
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
本
当
に
相
手
の
立
場
を
理
解
す
る

た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
て
い
る
実
態
を

正
し
く
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
同
和
地
区
の
人
は
、
生
ま
れ

た
場
所
、
住
ん
で
い
る
場
所
で
差
別
さ
れ

る
た
め
、
そ
の
人
だ
け
で
な
く
、
世
代
を

超
え
て
差
別
が
続
い
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
建
物
や

交
通
機
関
な
ど
の
障
壁
（
バ
リ
ア
）
に
よ

り
、
当
た
り
前
に
保
障
さ
れ
て
い
る
は
ず

の
自
由
な
行
動
や
社
会
参
加
が
制
限
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

女
性
、
高
齢
者
、
外
国
人
な
ど
他
の
人

権
問
題
に
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
実
態
が
あ
り

ま
す
が
、
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
相
手

を
尊
重
し
、
大
切
に
す
る
第
一
歩
で
す
。

　

ま
た
、
正
し
い
知
識
と
相
手
の
立
場
に

な
っ
て
考
え
る
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
今
ま

で
見
え
て
い
な
か
っ
た
差
別
も
見
え
て
き

ま
す
。
目
の
前
の
差
別
に
気
づ
か
な
か
っ

た
自
分
、
無
意
識
の
う
ち
に
差
別
を
し
て

い
た
自
分
に
気
づ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
、
差
別
を
許

さ
な
い
、
し
な
い
自
分
に
変
わ
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
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鳥
取
県
で
は
、
今
年
４
月
か
ら
、
新

た
に
「
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
相
談

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
け
、
人
権
に
関

す
る
相
談
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
ま

し
た
。

　

法
律
、
福
祉
、
教
育
な
ど
の
各
種
専

門
相
談
員
に
よ
る
専
門
的
で
公
平
な

支
援
と
、
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
各

種
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
に
よ

り
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
人
権
に
関

す
る
相
談
の
解
決
に
向
け
て
き
め
細

か
く
対
応
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口　

鳥
取
県
人
権
推
進
課

（
０
８
５
７
）　

－

７
６
７
７（
相
談
専
用
）

26

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）
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最
初
は
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
頭
で
は
わ
か
っ
て
い
て

も
、
心
の
奥
底
に
少
し
で
も
差
別
心
が
あ

る
と
、
そ
の
潜
在
意
識
が
ブ
レ
ー
キ
を
踏

ん
で
邪
魔
を
す
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
心
の
ブ
レ
ー
キ
を
は
ず
す
に
は
、

す
こ
し
ず
つ
で
も
い
い
、
ゆ
っ
く
り
丁
寧

に
歩
ん
で
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
自
身
を
変
革
し
て
鳥
取
県
、
八
頭

町
が
目
指
す
真
の
人
権
尊
重
社
会
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 
相
談
無
料 
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《次回農業委員会開催予定》

　平成21年８月10日（月）

（※申請書は毎月25日までに提出してください。

　  翌月の定例農業委員会で審議します。）

【提出・お問い合わせ先】

��������������������������

��������	
��
�������������

��������	
��
�������������

第4回農業委員会審議内容(平成21年7月9日)
　１．農地法の規定による許可申請

　　　（所有権移転　４件、　転用　５件）

　２．非農地証明　２件

　３．農用地利用集積計画の決定

　　　（賃貸借　７件、使用貸借　４件）

　報告事項

　�合意解約　１件

　�200㎡未満の農業用倉庫等への転用　２件

こんなときは・・・こんなときは・・・

農農業委員に相談ください業委員に相談ください��
～～各地区の農業委員が農地に関する相談や情報提供を行います～各地区の農業委員が農地に関する相談や情報提供を行います～

農業委員会
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平成21年度  八頭町職員採用資格試験

八頭町消防団役員の異動

機械設備メンテナンス技術者
育成研修

精神障がい者福祉講演会

家屋を取り壊したら届出を�

Information

　八頭町消防団役員

の人事異動が、６月

18日付けで行なわ

れ、佐々木憲治氏が

船岡地区団長に任命

されました。

　分団長以上の異動

は、次のとおりです。

敬称略。

　船岡地区　団　　　長　佐々木　憲　治

　船岡地区　副　団　長　花　原　義　徳

　船岡地区　第２分団長　奥　井　正　雄

　八頭町では、平成22年度採用予定の下記職
種の職員採用資格試験を次のとおり実施します。
◆職　　種　管理栄養士職、保育士職
◆受験資格
管理栄養士職…八頭郡若しくは鳥取市在住者
又は出身者で、管理栄養士の資格免許を有
するか平成22年３月31日までに取得する
見込みのある者で、昭和49年４月２日か
ら昭和63年４月１日までに生まれた者。

保育士職…八頭町在住者又は出身者で、保育
士の資格免許を有するか平成22年３月31
日までに取得する見込みのある者で、昭和
55年４月２日から平成２年４月１日までに
生まれた者。

◆受付期間
　平成21年７月27日（月）～８月20日（木）
◆試験内容・日時・会場
第１次試験…教養試験(択一式)､作文試験等
　試験日　平成21年９月20日（日）
　会　場　八頭町立中央中学校
第２次試験…口述試験
　試験日　平成21年10月下旬～11月上旬
日時及び会場は第１次試験合格者通知の際
お知らせします。

◆申込用紙配布場所
　　八頭町役場総務課、各支所住民課
【問い合わせ】八頭町役場総務課 �76-0201

��������	

　新築、増築の時、また古くなって家屋を取

り壊した場合は、役場へ届出をしてください。

　12月末までにこの届出をされないと、固

定資産税が翌年度以降も課税されます。

　なお、登記してあるかないかに関わらず、

滅失の届出が必要ですのでご注意ください。

【届出書類】
　 家屋滅失申告書（役場、各支所にあります）

【問い合わせ】
　八頭町役場税務課　�７６－０２０４

　船岡支所　住民課　�７２－００４４

　八東支所　住民課　�８４－１２２２

　こころの病気は誰もがかかる可能性のある

病気だといわれています。

　精神障がいとは何かを理解し、共に生きる

社会で認め合おう！

日　時　８月８日(土)　午後１時～３時30分
会　場　八東保健センター
講　演　『やさしい精神障がいのはなし』
講　師　植田俊幸さん
　　　　（鳥取県立精神保健福祉センター医長）

その他　�入場無料
　　　　�パレアナの家作業所のバザーあり

問い合わせ
　　　　八頭ひかる会事務局(� 73-0797)

　鳥取県地域雇用創造協議会は、求職活動中

の方々のために、様々な人材育成研修を計画

し、受講生を募集しています。

　今回募集する、機械設備メンテナンス技術

者育成研修は、生産ラインのオペレーション

を理解していただくための研修です。

研修期間　平成21年９月１日～12月１日
研修会場　ポリテクセンター鳥取
定　　員　20名
申込締切　平成２1年８月12日（水）
そ の 他　詳しくは、鳥取県地域雇用創造協
　　　　　議会事務局（�0857-26-7662）へ
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Information

8・8  隼駅まつり
“隼駅にライダーが集結 ”

期　日　平成21年８月８日(土) 
時　間　午前10時30分～午後１時30分
会　場　若桜鉄道「隼駅」周辺
内　容
　☆郷土芸能アトラクション
　☆ビンゴゲーム             
　☆七夕かざり
　　（短冊に願い事を）
　☆たいやき（１枚80円）
　☆おにぎり・きなこもち（各100円）
　☆各種グッズ及び特産品即売
　☆やたがらす「隼のお酒」即売
　　（Ｊリーグ帽子プレゼント）
＊自家用車の駐車場はありません。
� �����������������������������

　若桜鉄道をご利用ください。
 （郡家駅発10：07、丹比駅発11：32）
　若桜鉄道で来場された方にプレゼント進呈。
主催：８・８隼駅まつり実行委員会
後援：八頭町、若桜鉄道株式会社
　　　鳥取環境大学副学長東樋口護プロ研チーム

 9月1日は
八頭町防災の日
　わが国では1923年９月１日
に発生した「関東大震災」を教
訓に、またこの時期に多い台風に対する心構
えとして、９月１日が「防災の日」に制定さ
れています。
　本町も、町民の防災意識の向上を目的に９
月１日を「八頭町防災の日」と定めています。

 ○○○○○○○○○○自自自自自自自自自自○自主主主主主主主主主主防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災組組組組組組組組組組織織織織織織織織織織のののののののののの必必必必必必必必必必要要要要要要要要要要性性性性性性性性性性主防災組織の必要性
　大地震や広域洪水のような大規模災害時に
は、建物の倒壊や火災、道路橋梁等の損壊が
同時多発的に発生し、消防機関や行政機関等
の活動が著しく制限されたり、対応が遅れた
りする可能性があります。
　このため、大規模災害発生の直後は、地域
住民一人ひとりが、「自分たちの地域と自ら

� ��������������������

の命は、自分たちで守る」ことが必要で、そ
� ����������������������

のためには、出火の防止、初期消火、災害情
報の収集伝達、避難誘導、被災者の救出救護
等「自主防災組織」による自主防災活動が求め
られます。日頃から防災意識を高めましょう。
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Information

『メニユダまつり』
「掘り出し市」の品物提供のお願い

　10月４日に、八頭町、八頭町社会福祉協議

会、ふなおか福祉会船岡作業所共催による

『メニユダまつり』を開催します。つきまして

は、「掘り出し市」コーナーで販売する品物の

提供にご協力をお願いします。

　贈答品やシーツ、タオル、日用雑貨など、

家でねむっているものがありましたら、ふな

おか福祉会船岡作業所までお持ちください。

ご連絡いただければ受け取りに伺います。

　なお、準備の都合上９月16日（水）までに

お願いします。

【問い合わせ先】ふなおか福祉会船岡作業所

（�73-0797）（※土・日・祝日は休みです。）

平成21年度  鳥取県東部広域
行政管理組合職員採用試験

◇試験日等
　�第1次試験　平成21年９月20日（日）

　�教養試験、体力試験

　　（握力・上体起こし・反復横跳び・1,500ｍ走）

◇受験申込期間
　平成21年８月３日(月)～８月27日(木）必着

◇試験区分等
　試 験 区 分……消防職

　採用予定者数……10人程度

　受 験 資 格……昭和58年４月２日から

　　平成４年４月１日までに生まれた者 

　　※その他要件あり

◇受験案内配布場所
鳥取県東部広域行政管理組合事務局総務課、

消防局庶務課、鳥取県東部市町役場　他

【申込・問い合わせ先】
　〒680-0052　鳥取市鍛冶町18番地２

　鳥取県東部広域行政管理組合事務局総務課

　　�（0857）20-0119
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地デジの簡易なチューナー給付

　総務省では、経済的な理由等で地上デジタ

ル放送が見られない世帯（NHK受信料の全額
免除世帯）に対して、簡易なチューナーを無
償給付するなどの支援を、平成21年秋以降

に行なう予定にしています。

　具体的な申込先、受付開始時期などは、準

備が整い次第、改めてお知らせします。

　総務省地デジコールセンター
　　　　　　（�0570-07-0101）

お詫びと訂正
　広報７月号の３ページ、平成21年度人件費の
概要の中段左側の「■特別職の給料月額など」
の給料月額は、給与カット後の額を掲載してい
ますが、注意書きに「上記の金額から給与カット
します」と誤りがありました。お詫びして訂正
します。
誤　「※特別職は、上記の金額から町長10％、…
　　の給与カットをしています。」
　　　　　　�
正　「※特別職の上記の金額は、町長10％……
　　の給与カットをしています。」

平成21年度 循環型都市づくり推進事業
「エコ工作コンテスト」作品募集！
　身の回りから出た廃物を利用した「エコ工

作コンテスト」への出展作品を募集します。

　応募締切　9月10日（木）必着

　詳細は、組合ホームページ「麒麟の王国」

（http://www.east.tottori.tottori.jp）または、

鳥取県東部広域行政管理組合事務局総務課企

画係�(0857) 20-0293へお尋ねください。

住宅用太陽光発電システムの
助成制度を創設

　八頭町では自然エネルギーの活用を積極的

に支援することにより、環境にやさしい町づ

くりを推進していくため、住宅用太陽光発電

システムを導入される方に対し、新しく助成

制度を創設しました。

　詳しくは、八頭町ホームページ又は
　企画人権課（�76-0203）へ
　お問い合わせください。

上水道の適正な管理を

 水道メーターの検針にご協力を 

　毎月１日から10日までに、各地域の検針

員が水道メーターの検針を行っています。

　この時期は、草がたくさん生え、水道メー

ターボックスの設置場所が

見つかり難く、また、昨年

はマムシが出た例もあり、

大変危険ですので、水道

メーターボックス周辺の草

刈をお願いします。

　また、定期的な検針が行えるように、次の

ことに注意してください。

�メーターボックスの上に物を置いたり、駐

車しないようにしてください。

�犬は出入り口や、水道メーターから離れた

場所につないでおいてください。

ご協力をお願いします。

【お問い合わせ先】
　　本　　庁　上下水道課　� 76-0207
　　船岡支所　産業建設課　� 72-3973
　　八東支所　産業建設課　� 84-1228
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世帯数　　5,885世帯  （－ １）    
総人口　19,551人  （－14）    
　　男　 9,432人 � （－ １）    
　　女　10,119人  （－13）    

八頭町の
世帯数と人口

７月１日現在
（　　）内は前月比

年 齢ところ名 前日 付お
く
や
み

93歳(徳　丸)井上　珠子６月10日

83歳(日　田)小林�一郎11日

93歳(安井宿)尾崎　美子13日

73歳(市　谷)谷本　次夫19日

78歳(国　中)橋本　�代22日

89歳(郡家東区)中嶋　梅野25日

89歳(西　谷)池本　�子25日

86歳(大　江)川戸　益義７月 ２日

78歳(宮　谷)古川　陽三４日

97歳(花　原)森本　かよ４日

90歳(　東　)小畑　愛子５日

55歳(大　江)宮本　純夫７日

ひとのうごき　平成２１年7月１０日届出現在  （敬称略）
おとうさん･おかあさんところ名 前誕生日お

め
で
た

益　也・亮　子(新　庄)田村　 奏  奈 
そ な

６月２日

順　夫・メリアン(郡家西区)坂本ゆりか５日

義　輝・由香里(徳　丸)小椋　 紗  奈 
しゃ な

５日

彰　悟・　薫　(米　岡)宮下　 蒼  大 
そう た

11日

正　吾・ジョアン(隼　福)木下　　 舜 
　しゅん

16日

健　弘・文　子(稲　荷)岸本　 宗  健 
そう けん

16日

二　朗・明　子(�　塚)�垣　 遥  翔 
はる と

22日

拓　磨・真理子(郡家東区)林　 多  舞  子 
た ま こ

23日

大　輔・架乃子(フローラル)谷口　 琴  音 
こと ね

23日

大　輔・　愛　(南ヶ丘)大西　 蒼  空 
そ ら

24日
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完納にご協力をお願いします

8月は…

町 県 民 税（第2期分) の納付月です

町長交際費のお知らせ
　平成21年４月から６月までの町長交際費

は次のとおりでしたのでお知らせします。

�����  　　　　　 （円）

支出額内　　容月

10,210額縁　叙位４月

3,780下私都観桜会お祝い〃

3,780年金者連盟八東分会総会お祝い〃

3,780NPO法人たんぽぽ竣工式お祝い〃

3,780船岡地域春季慰霊祭お供え〃

3,266ＪＡ酪農部総会お祝い〃

3,266五郎助祭お祝い〃

3,780八頭町商工会総会お祝い５月

5,000東海鳥取県人会総会景品〃

4,200八頭消防署連絡協議会総会お祝い〃

12,285関西方面トップセールス土産６月

3,266農事組合法人「八頭船岡農場」
設立総会お祝い〃

　香典、花輪については、「八頭町弔事に関する要綱」

（平成17年３月31日告示第２号）によるものです。

「八頭町HP」バナー広告の募集！

　「八頭町ホームページ」に有料でバナー広告

を掲載してみませんか？

　詳しくは、

　八頭町ホームページ又は、

　情報政策室（�76-0210）

　へお問い合わせください。
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男女共同参画啓発シリーズ◯３９ 

男女共同参画社会基本法施行１０年�
　男女共同参画社会基本法が平成11年６月に
公布・施行されてから今年で10年になりました。
　この10年間で大きく前進したのは、全国各
地で女性の首長が誕生したことがあげられま
す。10年前までは、女性の都道府県知事は一
人もいませんでしたが、太田大阪府知事が誕
生以来、現在までに６名の女性知事が誕生し
ました。また、女性国会議員や大臣、国の審
議会委員等も徐 に々増加しつつありますが、まだ
まだ過半数には達していないのが現状です。
　次の10年は、�������男女共同参画が
必要だという理解を深めることが重要です。
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　八頭町と交流協定を締結している韓国 江 原
カン

   道
ウォン

   
ドウ

 横  城  郡 は韓牛の名産地として有名な地です。
フェン ソン グン

　その 横  城  郡 で開催される「韓牛祭り」は、毎年
フェン ソン グン

100万人以上が集い、著名な歌手による歌謡

ショーや、韓牛の試食・展示即売会などが行われ

ます。この祭りの参加者を募集しますので、たく

さんの方の参加をお待ちしています。

�訪問期日：10月15日(木)～10月18日（日）
�訪問場所：韓国江原道横城郡・ソウル市
�参 加 費：79,800円
　（飛行機運賃・航空税・空港使用料・宿泊・食事・観光 

  地入場料含む。ただし、飲み物代は含まれません。）

�募集人員：20人（最少催行人員10人。先着順。）
�申込締切：８月28日（金）
�申 込 先：八頭町役場企画人権課
　　　　　　�76-0203　� 73-0414
�スケジュール

 1日目   岡山空港　�　 仁  川 空港
イン チョン

　　　　韓牛祭前夜祭見学（歌謡コンサート）

　　　　（横城郡泊）

 2日目   韓牛祭視察
　　　　春川市視察（冬のソナタロケ地等）　　　

　　　　（横城郡泊）

 3日目   横城郡　�　ソウル
　　　　ソウル市内視察

　　　　（ソウル市内泊）

 4日目   統一展望台視察
　　　　 仁  川 空港　�　岡山空港

イン チョン

���������	


韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓国国国国国国国国国国国江江江江江江江江江江江原原原原原原原原原原原道道道道道道道道道道道横横横横横横横横横横横城城城城城城城城城城城郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡

����������������������������������������������������������������������������������������											�����������


